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財政指標
主なポイント

・財政力指数　　　０.６９９　
　財政力指数とは、地方公共団体の財政力を示す指数で、指数が高いほど
　普通交付税算定上の留保財源が大きいことになり、財源に余裕があると
　いえます。

・経常収支比率　　８９.５％
　経常収支比率とは、財政構造の弾力性を測定する指標です。経常収支比
　率が低いほど財政運営に弾力性があり、政策的に使えるお金が多くある
　ことを示しています。

・実質公債費比率　－１.１％　　　
　実質公債費比率とは、市の財政規模に対する、公債費の割合を示す指標
　です。数値が高いほど、借入金の返済負担が大きいことを意味します。

・将来負担比率　－ ％（※良好なため、比率は生じていない）
　将来負担比率は、地方公共団体が将来支払う必要がある負債の総額が、
　市の財政規模に対して、どのくらいの割合になるかを示す指標です。
　数値が高い場合、将来的な財政運営に影響を及ぼす可能性があります。

実質収支比率について 

財政調整基金を市民の暮らしの支援に活用すべきではないか。 
前年度より約６億円減少して、約162億円、基金総額も
約11億円増加している。物価高騰の中で市民の暮らしを
支援するためにもっと活用すべきではないか。 
物価高騰により市民の生活が厳しい状況にあることは市と
しても認識している。このため、令和7年度は、国の交付
金だけでなく、市の財源を加えながら、地域通貨ネギーの
30％還元キャンペーンや水道料金の基本料金の減額など
を実施してきた。令和8年度当初予算においても、財政調
整基金から約40億円を取り崩すことを見込んでいる。財
政調整基金には、災害や急な財源不足に備える役割もある。
このため、市民生活の支援と将来への備えのバランスを考
えながら活用していく。 
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財政状況は良好
主なポイント
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令和７年度一般会計歳入決算内訳 令和７年度一般会計歳出決算内訳

9 月定例会
［本会議］

［委員会］

（８/３1～9/25…2６日間）

［８月３１日］議案説明 
［９月　３日］議案質疑
［1６日、１７日、１８日］一般質問
［２５日］採決 

［８月３１日］決算特別委員会
［　７日］産業建設委員会 
［　８日］総務委員会 
［　９日］福祉文教委員会 
［１０日、1１日］決算特別委員会 
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令和７年度決算令和７年度決算 令和７年度決算令和７年度決算

　第２次 深谷市総合計画 後期基本計画の中間年として、各施策を
着実に推進するとともに、物価高騰が長期化する中で、国の交付
金を活用し、各種物価高騰対策を速やかに実施することで、生活
に不安を抱える市民の皆様や、物価高騰の影響を受ける事業者の
皆様を支援しました。
　子育てや教育の面においては、幼稚園・こども館複合施設や、
小・中学校体育館のエアコン整備を進めるとともに、子育て世帯
を対象に、オンラインによる医療相談サービスを開始する等、教
育環境の改善や子育て支援の拡充に向け、積極的に取組を実施し
ました。
　こうした積極的な取組を進める中でも、市の財政運営において
は、引き続き、健全性の維持に向け、様々な対応を図り、その結
果、経常収支比率の上昇を抑えることができ、財政の健全性は、
維持・向上しています。

決算
審査

令和７年度

市税
28.0%

繰越金
6.0%

総務費
13.9%

民生費
41.3%

土木費
8.9%

教育費
11.6%

衛生費 5.3%

商工費
8.4%

款 決算額

合計

歳入内訳 歳出内訳（単位：千円） （単位：千円）※網掛けは自主財源

財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入
市債

890,198
1,179,438
3,574,937
4,556,463
4,405,669
4,406,300
75,366,696

○構成比及び各決算額は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります。

款 決算額款 決算額
21,075,734
661,278
32,034
168,539
280,070
323,225
3,768,624
50,837

136,135
140,755
9,587,846
18,117
712,667
353,549

14,308,927
4,735,354

市税
地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金

環境性能割交付金
地方特例交付金
地方交付税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国庫支出金
県支出金

款 決算額
297,434
9,719,211
28,747,839
3,697,284
82,548
930,394
5,858,362
6,215,494

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費

款 決算額
2,497,901
8,107,817
3,535,547
69,689,833

消防費
教育費
公債費
合計

消防費 3.6%

議会費 0.4%

労働費 0.1%労働費 0.1%

農林水産業費 1.3%

公債費 5.1%

地方交付税
12.7%

市債
5.8%

地方譲与税 0.9%

国庫支出金
19.0%

県支出金 6.3%

その他
6.5%

自主財源
48.8%

依存財源
51.2%

繰入金4.7%

財産収入・寄附金・
諸収入 8.6%分担金及び負担金・

使用料及び手数料 1.4%
衛生費 5.3%

消防費 3.6%

議会費 0.4%

農林水産業費 1.3%

公債費 5.1%市債
5.8%

地方譲与税 0.9%

国庫支出金
19.0%

県支出金 6.3%

自主財源
48.8%

依存財源
51.2%

繰入金4.7%

財産収入・寄附金・
諸収入 8.6%分担金及び負担金・

使用料及び手数料 1.4%

本市の実質収支比率15％についてどのように評価している
か。 
実質収支比率については、3％から5％が１つの目安とされて
いる。15%は数字だけを見れば目安を上回っている状況で
ある。現在の自治体の財政運営においては、3％から5%の範
囲に収めることは難しい状況にある。実質収支が大きいとい
うことは予算に対して、実際の収入が多かった、または支出が
少なかったということであり、予算と決算の差が大きかったこ
とを示す。今後も収入と支出をできるだけ正確に見込んで、
予算と決算の差を縮めていくように努める。
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財政力指数が低下している主な要因は。 
令和5年度が0.712、令和6年度が0.706、令和7年度が
0.699と3年連続低下している。要因についてどのように
分析しているか。 
財政力指数とは、市が標準的なサービスを提供するために
必要な経費を市税などの市自身の収入でどの程度賄えてい
るかを示すものである。数値が１に近いほど市の収入だけ
で必要な経費を賄える割合が高くなる。本市の財政力指数
については、令和元年度以降緩やかに低下している。主な
要因は、市税などの収入は増えているが、それ以上に行政
サービスに必要な経費が増えているためである。 
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経常収支比率について
令和7年度の経常収支比率は前年度より２ポイント改善し
た。今回の改善は、経常的な収入の増加や経費の抑制によ
る構造的な改善なのか。それとも一時的な要因によるもの
なのか。市の分析を伺う。
支出が大きく減ったからではなく、市税や普通交付税など
の収入が増えたためと分析している。具体的には、個人所
得の増加などにより市税が増えたほか、普通交付税も増加
した。今後も収入の確保と、毎年必要となる経費の見直し
の両面から、健全な財政運営に努めていく。
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議長
今井　慶一郎

決算特別委員会
副委員長　福島　秀樹

決算特別委員会
委員長　田口　英夫

令和７年度決算を集中審査するため、

決算特別委員会を設置しました。

質疑の通告は１０８項目ありました。

質疑の一部を掲載します。

緊張感のある審査を

行いました。

法外援護事業 

行政情報化推進事業について 

移住定住推進事業について

会計年度任用職員と正職員について 

援助の件数と主な内容を伺う。 
まず、令和７年度の援助の件数と主な内容について、身元
不明のご遺体や身寄りのないご遺体の葬祭の援助が５件、
生活に困窮し近隣駅までの移動ができない方等に対して
旅客運賃を支給する援護が６件であった。 
ご遺体の葬祭、１件当たりの金額は。 
１件当たりの金額は、ご遺体の保管期間や状態等により変
わるが、２０万円から３０万円の場合が多い。ただし、ご本
人の遺留金品として現金等があった場合は、それを差し
引いている。５件の内訳は、１５万６000円が２件、１８万３
000円、１９万４000円、１９万７５００円の、合計８８万6５
００円の平均１７万７３００円であった。

情報システム・システム基盤運営管理事業
定額減税及び定額減税補足給付金給付事業
庁舎維持管理事業
戸籍住民基本台帳整備管理事務費

約５億６４１０万円 
約５億２５７１万円 
約３億１７１５万円 
約１億２６１５万円 
（千円単位四捨五入）

－主な事業費－

暮らし･協働

乳幼児健康支援事業 

公立学童保育室運営事業 

民生委員・児童委員協議会運営事業 

５歳児健診が始まったが、その効果と課題は。 
まず、効果は、落ち着きがない、発達がゆっくり、発音
不明瞭等の要経過観察となったこども、また要精密検査
等の事後指導が必要になったこどもについて、保護者に
具体的なアドバイスをするとともに、保護者に相談の上、
担当保健師の保育園等への訪問、発育発達相談、就学を
迎えるこどもを持つ保護者の集い等を案内する等、こど
もの状況や特性に合わせた支援を適切につなげている。
これにより、こどもの健やかな成長と保護者の育児不安
の軽減につながっている。 
次に、課題について、先進事例の少ない中、健診を開始
したため、より良い健診を目指し、試行錯誤してきた。
健診の目的であるこどもの特性を発見し、特性に合わせ
た支援を行うため、従事するスタッフのスキルアップの
ための研修等を実施し、健診の質の向上に取り組んでい
るところである。 

施設定員数の状況や各施設の老朽化、また、夏場の暑さ
対策等における修繕管理状況は。 
公立学童保育室の入室児童数は、年々増加傾向である。
このような現状の中、公立学童保育室の入室希望申請も
定員を上回る状況にある。しかし、保育を必要とする全
ての方が入室できるよう、必要に応じて小学校や教育委
員会の協力の下、余裕教室等を活用し対応している。ま
た、施設の老朽化に伴う修繕は、公立学童保育室全１９
学童に対し毎年修繕調査を行い、修繕箇所の緊急性等を
鑑み、計画的に修繕を行っている状況である。さらに、
計画にはない突発的なエアコンの故障等が発生した場合
は、夏場は熱中症対策もあるため、迅速に修繕や入替え
を行い、随時対応している。 

一斉改選に伴う推薦会は、どのようなことを行っている
のか。また、費用は発生するのか。 
民生委員・児童委員は県知事の推薦に基づき厚生労働大
臣が委嘱しているが、県知事が民生委員の推薦を行うに
当たり、その候補者を選考するための機関が市で設置し
ている民生委員推薦会である。 
推薦会の委員は地域の実情に通じている、社会福祉事業
の関係者や教育関係者、学識経験者等の代表の１０名を
市長が委嘱している。また、民生委員の任期は３年間と
定められており、令和７年度は一斉改選の時期であった
ため、本市の推薦会において、各地区自治会長から推薦
された民生委員の候補者について、民生委員の要件を満
たしているか、審議、選考を行ったものである。次に、
費用について、民生委員推薦会の委員に対して、１人当
たり６５００円の報酬を支払っている。令和７年度につ
いては、７月２３日に推薦会を開催し、出席した委員の
うち７名に報酬を支払った。

ファミリーサポートセンター事業

奨学資金支給事業 

特別支援教育事業 

協力会員を増やすための方策は。 
この事業は業務委託により実施をしている。委託
をしている事業所において、年４回ほど入会の申
込み、さらには会員向けの研修等を行っている。
そのスケジュールに合わせて、市の広報やホーム
ページ等で、会員増加に向けた周知を行っている。 

 
昨年度に比べ実績値が上がった要因は。 
本事業は、高等学校等への進学に対して経済的な
理由により修学が困難な方に対し学資金を給与す
るもので、奨学生の決定に当たっては経済要件と
成績要件を設けている。 
増加した主な要因は、制度の周知方法を見直した
ことが大きいと捉えている。これまでも市ホーム
ページや「広報ふかや」への掲載、また中学３年
生への制度チラシの配布、各家庭への連絡アプリ
等の周知は行っていた。これに加えて、令和６年
度からは校長会で制度を周知するとともに、学年
を問わず進路指導説明会や保護者との面談の機会
に制度チラシを配布するように依頼した。 
こうした周知の機会を増やしたことにより、制度
を必要とする方に情報が届く機会が増え、認定者
の増加につながったと考えている。

インクルーシブ教育システム構築のための特別支
援教育推進とあるが、従来の特別支援教育との違
いは。 
従来の特別支援教育は、障害の種別、程度に応じ、
特別支援学級や通級指導教室において個々の児童
生徒へのきめ細やかな指導、支援を行うことを主
眼としてきた。一方、インクルーシブ教育システ
ムの構築は、障害のある子供と障害のない子供が
可能な限り同じ場で共に学ぶ環境を整えることを
基本とするものである。この２つは、相反する考
えではなく、特別支援学級、通級指導教室による
支援を維持しつつ、通常の学級における支援体制
も加えることで、連続性のある多様な学びの場を
実現しようとするものである。

教育
私立保育施設運営事業
生活保護費支給事業
児童手当支給事業
幼稚園・こども館複合施設建設事業

　約５５億７３６７万円
約２７億４９０５万円
　約２７億２４９７万円
約１９億４２１０万円
（千円単位四捨五入）

－主な事業費－

福祉

Q
A

Q

A

Q

A

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

Q

A

幼稚園・こども館複合施設建設事業
生涯学習センター・公民館管理運営事業
給食事業（幼・小・中）
文化財施設管理活用事業

約９億１９９６万円 
約８億４２６４万円 
約７億６０７８万円 
約３億２９８６万円 
（千円単位四捨五入）

－主な事業費－

議会が決定した予算が適正に執行され
たかどうかを審査するとともに、決算
関係書類に基づき、行政効果や経済効
果を確認し、客観的に評価する決算審
査の責務を果たせたと思います。

自然保護事業
執行率が低いが、アライグマ被害の相談件数と捕獲頭数
を伺う。またアライグマの捕獲は、誰がどのようにやっ
ているのか伺う。 
アライグマの被害件数と捕獲頭数は、それぞれ1278件、
929頭である。　執行率は43％だが、これは令和７年度
より開始したクビアカツヤカミキリ被害木伐採補助金の
交付額が予算額に達しなかったこと、また地域通貨ネギ
ーで交付した当該補助金に使用期限があったことから、
交付額の一部を翌年度に繰り越した。また河川浄化美化
活動でごみを引き上げたごみの回収の委託費を職員が回
収したことにより支出を抑えられたことによる。 
また、アライグマの捕獲の方法としては、市民の方から
相談があったところに、市が用意した箱わなを貸し出し
している。 

産業
地域通貨推進事業
道路維持管理事業
中央土地区画整理事業
ごみ収集委託事業

約４２億４０８９万円 
約６億４４８６万円 
約６億９８２８万円 
約５億５０１９万円 
（千円単位四捨五入）

－主な事業費－

決算Q&A決算Q&A決算Q&A決算Q&A

Q
A

Q
A

Q

A

Q

A

ごみ減量・資源リサイクル事業
毎年920万円の予算に対して執行率が47.37％まで低下
し不用額が生じた具体的な要因と、実態に合わせた予算
規模の適正化や事業見直しへの見解を伺う。 
不用額が生じる要因だが、リサイクル活動推進奨励金交
付団体は、活動団体数、申請件数ともに直近５年間でほ
ぼ横ばいで推移している状況となっている。各回収量の
内訳は紙類の割合が９割以上を占めているが、年々紙の
回収量が減少していることが大きな要因の一つと考えら
れる。また少子高齢化に伴い集団回収協力者の減少とい
った要因も回収量の減少に大きく影響しているものと考
える。 
また、事業見直しについては、これまでの１キロ当たり
３円の奨励金に加えて、増量実績となった団体に対する
加算と、新規及び活動を再開した団体に対する加算を創
設した。 

Q

A

担い手育成支援事業
新規就農希望者に関する相談、支援をどのように行って
いるのか、またその実績を伺う。 
担当職員が経験の有無や農地の確保状況、栽培を希望す
る作物等を個別にヒアリングし、その方の実情に応じた
案内をしている。相談の中では、就農に向けた計画作成
の支援も行うほか、就農希望者の情報については、県の
大里農林振興センターと相互に情報交換を行い、連携し
ながら対応をしている。支援のメニューとしては、国の
支援制度である経営開始資金や経営発展資金事業等のほ
か、市独自の取組として農業用機械等の導入に関する補
助金がある。このうち、認定新規就農者に対しては、補
助の内容を手厚くした制度を設けている。 
新規就農者の実績は、直近３年間で、令和６年度が46人、
令和５年度が44人、令和４年度が60人となっている。 

Q

A

令和7年度導入の生成ＡＩについて、その内容と経費は。 
自治体ＡＩzevoという名称で、行政専用ネットワークである
LGWAN環境で使用することができる安全なシステムで
ある。自治体業務に利用しやすい豊富なプロンプト例（AI
への指示文）を備え、複数の言語モデルを使用できる。 
令和7年度の使用料は217万2500円である。 

移住定住推進事業について、支給事業の実績は。 
維持支援金がスタートした令和５年度の支給件数は11件、
令和６年度は49件、令和７年度は69件と年々増加してい
る。令和７年度の内訳は、移住世帯の転入前の居住地をみ
ると、埼玉県外からの転入が21件、県内からの転入が48
件となっている。その中でも、県外では群馬県の伊勢崎市、
太田市からの転入が多く、県内では熊谷市からの転入が
多くなっている。 

会計年度任用職員の報酬手当が令和7年度では、約12
億円、正職員の給与が68億円ということで、割合としては
17.6％になっている。正規職員として採用すべきではな
いか。 
会計年度任用職員については正規職員の補助的業務を
行う職員として従事する業務の存在を前提に、その業務に
かかる時間や性質を考慮し、選考して任用している。一方、
正規職員については、競争試験により人材の選抜を経て
採用している。今後についても、効果的、効率的な行政運
営を推進していくため、業務の内容や責任の程度に応じて
正規職員と会計年度任用職員を適切に配置していく。
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議案Q&A 議案Q&A

工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

契約
　

市
内
業
者
の
Ｊ
Ｖ
の
指
定
を
参
加
要
件
と
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

　

Ｊ
Ｖ
、
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
に
つ
い
て
は
、
入
札
公

告
の
中
で
Ｊ
Ｖ
を
参
加
要
件
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
業

者
の
組
合
せ
と
い
っ
た
結
成
に
つ
い
て
は
、
自
主
結
成
と
な
っ

て
お
り
、
市
か
ら
業
者
に
Ｊ
Ｖ
の
結
成
を
促
す
こ
と
は
な
い
。

な
お
、
市
の
要
綱
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｖ
に
つ
い
て
は
、
技
術
的
難

度
が
高
い
工
事
で
、
建
築
工
事
で
は
設
計
金
額
お
お
む
ね
６
億

円
以
上
の
工
事
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
て
い

る
。
本
案
件
は
、
金
額
要
件
は
満
み
た
し
て
い
る
が
、
特
別
、

技
術
的
難
度
が
高
い
工
事
で
な
い
と
考
え
、
よ
り
多
く
の
応
札

が
見
込
め
る
よ
う
単
体
施
工
と
い
う
こ
と
で
入
札
参
加
資
格
を

定
め
て
発
注
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

工
事
期
間
が
令
和
９
年
10
月
19
日
ま
で
と
あ
る
が
、
夏
場
ま

で
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

　

改
修
工
事
は
、
契
約
後
、
数
か
月
間
は
機
器
の
製
作
期
間
と

な
り
、
現
地
で
の
作
業
は
な
い
。
機
器
の
製
作
終
了
後
、
令
和

９
年
２
月
頃
か
ら
、
空
調
設
備
、
大
・
小
２
基
の
更
新
工
事
を

行
う
予
定
で
あ
る
。
夏
場
に
間
に
合
う
よ
う
、
１
基
ず
つ
着
手

し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

旧
煉
瓦
製
造
施
設
管
理
活
用
棟
建
設
等
工
事
の
請
負
を
締

結
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
40
億
２
０
２
９
万
７
０
０
０
円
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

国
は
、
３
歳
以
上
の
小
規
模
保
育
事
業
の
必
要
性
を
ど
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
る
の
か
。　

　

小
規
模
保
育
事
業
は
、
原
則
０
歳
か
ら
２
歳
の
子
ど
も
を

対
象
と
し
て
い
る
が
、
平
成
29
年
か
ら
国
家
戦
略
特
別
区
域

に
お
い
て
、
特
例
と
し
て
０
歳
か
ら
５
歳
の
間
で
柔
軟
に
定

め
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
た
。
今
回
こ
の
特
例
の
実
施
状
況

を
踏
ま
え
つ
つ
、
子
ど
も
の
個
性
を
尊
重
し
た
、
よ
り
き
め

細
や
か
な
教
育
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
保
育
の
選
択

肢
を
広
げ
る
観
点
で
意
義
が
あ
る
と
し
た
。

　

現
在
の
認
可
保
育
施
設
の
運
営
主
体
は
社
会
福
祉
法
人
が

約
60
〜
65
％
、
株
式
会
社
が
約
10
〜
15
％
と
の
調
査
結
果
が

あ
る
。
一
方
、
小
規
模
保
育
事
業
は
株
式
会
社
が
最
多
の
約

40
〜
50
％
、
社
会
福
祉
法
人
が
約
30
〜
40
％
で
あ
る
。
新
た

な
３
歳
以
上
の
小
規
模
保
育
事
業
の
創
設
で
、
よ
り
企
業
参

入
が
予
見
さ
れ
る
が
市
の
見
解
は
。

　

現
在
、
３
施
設
に
つ
い
て
、
株
式
会
社
が
運
営
し
て
い
る
。

小
規
模
保
育
事
業
Ａ
型
で
の
参
入
も
、
慎
重
に
、
今
ま
で
の

実
績
、
保
育
の
質
を
落
と
さ
な
い
か
十
分
に
判
断
し
て
決
め

て
い
き
た
い
。

　

従
業
員
の
退
職
金
に
関
し
、
高
齢
者
施
設
、
障
害
者
施
設

の
公
費
助
成
が
廃
止
さ
れ
た
。
保
育
施
設
は
、
令
和
６
年
度

に
検
討
さ
れ
た
が
、
他
の
経
営
主
体
の
参
入
が
大
き
く
進
ん

で
い
る
状
況
に
な
い
こ
と
か
ら
、
退
職
手
当
共
済
制
度
が
継

続
さ
れ
た
。
し
か
し
、
３
歳
以
上
の
小
規
模
保
育
事
業
の
創

設
に
よ
り
企
業
参
入
が
進
め
ば
、
退
職
手
当
共
済
制
度
廃
止

が
懸
念
さ
れ
る
。
廃
止
さ
れ
れ
ば
保
育
士
確
保
が
よ
り
困
難

改正
　
　
Q　

　
Q 　

　
Q 　

　
A　

　
A

深
谷
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
並
び

に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の
運
営
に
関
す
る
基

準
（
平
成
26
年
内
閣
府
第
39
号
）
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
満

３
歳
以
上
限
定
小
規
模
保
育
事
業
の
利
用
定
員
を
定
め
る
等

す
る
も
の
で
す
。

に
な
る
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

　

市
単
独
で
職
員
処
遇
改
善
補
助
金
を
長
年
続
け
て
い
る
。

今
現
在
こ
れ
を
廃
止
す
る
と
い
う
動
き
は
な
く
、
国
の
公
定

価
格
や
補
助
金
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
状
況
な
の
で
、
途
切

れ
る
こ
と
な
く
助
成
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
A　

　
A　

　
A 　

　
Q　

　
Q

　

今
後
、
ど
の
よ
う
な
事
務
が
必
要
と
な
る
の
か
。

　

深
谷
市
は
、
委
託
の
方
向
で
事
務
を
進
め
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　

令
和
14
年
度
以
降
の
ご
み
処
理
の
方
針
は
。

　

委
託
と
い
う
形
で
一
定
の
方
向
性
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
そ
の
中
で
検
討
課
題
と
し
た
直
接
搬
入
及
び
、
直
接
搬

入
に
伴
う
収
納
代
行
業
務
の
調
整
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、

今
年
度
か
ら
令
和
10
年
度
に
か
け
て
調
整
を
行
う
。
ま
た
、

搬
入
量
に
つ
い
て
は
、
組
合
に
搬
入
す
る
部
分
と
民
間
に
搬

入
す
る
部
分
を
令
和
11
年
度
か
ら
順
次
調
整
を
行
う
。

改正
大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
の

共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び

規
約
変
更
に
つ
い
て

　

現
行
規
約
で
は
、
構
成
市
町
に
あ
る
ご
み
焼
却
施
設
の
管

理
運
営
は
、
大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
が
共
同
事
務
の
権
限

を
有
し
て
お
り
、
現
状
の
ま
ま
で
は
構
成
市
町
に
そ
の
権
限

が
な
く
、
直
接
管
理
運
営
が
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
お

り
、
県
な
ど
と
協
議
す
る
中
で
管
理
運
営
の
部
分
に
つ
い

て
、
変
更
す
る
も
の
で
す
。

深
谷
市
総
合
体
育
館
空
調
設
備
改
修
工
事
の
請
負
を
締
結
す

る
も
の
で
す
。

利
率
見
直
し
の
ほ
か
に
、
補
正
理
由
が
２
点
あ
り
、
１
点
目

は
、
令
和
７
年
度
の
借
入
額
と
利
率
の
確
定
に
よ
る
も
の
、

２
点
目
は
、
公
用
車
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
両
購
入
で
、
有
利

な
脱
炭
素
化
推
進
事
業
債
を
借
入
れ
る
こ
と
に
し
た
こ
と
に

よ
る
利
子
見
込
７
万
３
０
０
０
円
を
合
わ
せ
た
金
額
が
補
正

額
で
あ
る
。

　

私
立
保
育
施
設
運
営
事
業
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
事

業
、
性
被
害
防
止
対
策
環
境
整
備
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
支
援
の
詳
細

を
伺
う
。

　

保
育
所
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
と
し
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
を
９
施
設
が
導
入
予
定
で
あ
り
、
翻
訳
機
を
３
施

設
が
導
入
予
定
で
合
計
３
９
３
万
８
０
０
０
円
。
性
被
害
防

止
対
策
は
、
子
ど
も
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
、

パ
ー
テ
ン
シ
ョ
ン
や
カ
メ
ラ
設
置
の
補
助
金
で
あ
り
、
３
施

設
が
パ
ー
テ
ン
シ
ョ
ン
設
置
を
希
望
し
て
お
り
合
計
で
22
万

５
０
０
０
円
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
補
助
は
、
県
と
の
協
調
補
助
に

よ
り
、
私
立
保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園
等
を
対
象
と
し
、
全

体
で
36
施
設
が
希
望
し
、
27
万
６
０
０
０
円
の
補
助
と
し
て

見
込
ん
で
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
教
育
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
寄
付
金
を
利
用
し

市
立
中
学
２
年
生
を
対
象
に
、
渋
沢
平
九
郎
の
オ
ペ
ラ
を
上

演
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
長
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
短
く
し
て
や

る
の
か
。
ま
た
、
長
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
ビ
デ
オ
は
あ
る
の
か
。 

　

オ
ペ
ラ
の
長
さ
は
、
本
来
１
２
０
分
の
も
の
を
80
分
に
短

縮
し
、
中
学
生
向
け
に
し
た
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
ビ
デ
オ

は
無
い
。 

　

小
学
校
施
設
整
備
維
持
事
業
、
中
学
校
整
備
維
持
事
業
、

幼
稚
園
整
備
維
持
事
業
に
つ
い
て
、
小
学
校
、
中
学
校
、
幼

稚
園
の
桜
の
伐
採
、
抜
根
、
植
樹
の
本
数
は
。 

　

伐
採
は
、
小
学
校
１
８
６
本
、
中
学
校
72
本
、
幼
稚
園
３

本
、
合
計
２
６
１
本
で
あ
る
。
伐
根
は
、
小
学
校
２
８
７
本
、

中
学
校
42
本
、
幼
稚
園
１
７
本
、
合
計
３
４
６
本
で
あ
る
。

植
樹
は
、
小
学
校
59
本
、
中
学
校
45
本
、
幼
稚
園
は
１
０
本
、

合
計
１
１
４
本
で
あ
る
。 

　
　
A 　

　
Q 　

　
A 　

　
Q　

　
A 　

　
Q

令
和
８
年
度
深
谷
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

補正
　

補
正
額
５
２
１
万
７
０
０
０
円
と
利
率
見
直
し
後
の
不
足

額
が
一
致
し
な
い
理
由
は
。

　

補
正
額
５
２
１
万
７
０
０
０
円
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
の

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
管
理
運
営
事
業
、
市
営
グ

ラ
ウ
ン
ド
等
維
持
管
理
事
業
に
つ
い
て
、
公
民
館
、
市
営
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
桜
の
伐
採
、
伐
根
、
植
樹
の
本
数
は
。 

　

対
象
と
な
る
公
民
館
は
、
深
谷
公
民
館
、
藤
沢
公
民
館
、

幡
羅
公
民
館
の
３
館
で
あ
る
。
伐
根
が
２
本
、
植
樹
が
２
２

本
で
あ
る
。
ま
た
、
対
象
と
な
る
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
生

涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
が
所
管
し
て
い
る
６
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
あ
る
。
伐
採
が
５
２
本
、
伐
根
が
１
２
本
、
植
樹
が
２
８

本
で
あ
る
。 

　

介
護
施
設
等
整
備
費
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
何
施
設
あ
り
、

非
常
用
自
家
発
電
の
設
備
の
使
用
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

　

大
規
模
修
繕
が
１
施
設
で
あ
り
、
補
助
額
は
１
６
６
万
円
。

非
常
用
自
家
発
電
設
備
の
整
備
が
１
施
設
で
補
助
額
は
８
０

６
万
３
０
０
０
円
で
あ
る
。
非
常
用
自
家
発
電
機
は
、
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
を
使
用
し
て
発
電
す
る
も
の
で
、
発
電
機
１
台
で
、
一

般
家
庭
に
あ
る
50
キ
ロ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
１
本
で
約
30
時
間
稼
働

で
き
る
。　

　

公
共
施
設
整
備
基
金
積
立
金
の
積
立
金
額
の
根
拠
は
。

　

今
回
の
補
正
で
使
っ
た
決
算
剰
余
金
の
残
り
を
、
公
共
施

設
整
備
基
金
に
12
億
１
１
８
５
万
７
０
０
０
円
の
積
み
立
て

補
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
数
年
、
公
共
施
設
整
備
基
金
積
立
金
が
発
生
し
て
い

る
が
、
都
度
そ
の
金
額
を
検
討
し
た
う
え
で
積
立
金
を
決
め

て
い
る
の
か
。

　

公
共
施
設
整
備
基
金
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
の
目
標
額

を
定
め
て
お
り
、
今
後
10
年
間
で
約
１
０
０
億
円
以
上
が
公

共
施
設
整
備
に
か
か
っ
て
く
る
と
見
通
し
て
お
り
、
決
算
剰

余
金
が
出
た
際
に
は
積
み
立
て
を
し
て
い
る
。

　

防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
、
八
基
・
花
園
地
区
の
青

色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
両
を
更
新
す
る
の
か
。

　

八
基
と
花
園
地
区
の
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
両
２
台
を

更
新
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

庁
内
で
使
用
し
て
い
る
車
両
を
整
備
し
、
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
車
両
と
し
て
再
利
用
す
る
の
か
。

　

庁
内
の
共
用
車
の
中
か
ら
、
令
和
２
年
車
で
走
行
距
離
が

少
な
い
も
の
を
用
意
し
た
。
今
後
、
令
和
９
年
４
月
に
向
け

て
整
備
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

地
方
交
付
税
が
４
億
６
７
２
０
万
円
減
額
と
な
っ
た
要
因

は
。

　

地
方
交
付
税
が
減
額
と
な
っ
た
大
き
な
要
因
と
し
て
２
つ

あ
る
。
ま
ず
１
点
目
は
、
地
方
交
付
税
の
算
定
の
中
に
、
国

勢
調
査
の
人
口
を
基
に
交
付
税
を
決
め
る
と
あ
り
、
調
査
結

果
で
深
谷
市
の
人
口
が
約
２
８
０
０
人
ほ
ど
減
に
な
っ
た
こ

と
。
２
点
目
は
、
市
税
の
収
入
が
当
初
想
定
を
上
回
っ
た
こ

と
で
地
方
交
付
税
が
減
額
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
額
と
地
域
通
貨
ネ
ギ
ー
の
売
上
額
が
大
き

い
が
、
地
方
交
付
税
の
交
付
に
関
係
が
あ
る
の
か
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
額
の
大
小
は
地
方
交
付
税
へ
の
影
響
は
な

い
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
市
税
が
減
少
し
た
分
に
つ
い

て
は
、
交
付
税
は
増
額
の
要
因
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。
地

域
通
貨
ネ
ギ
ー
の
売
上
額
に
関
し
て
は
、
歳
入
歳
出
両
方
の

要
素
が
あ
り
、
交
付
税
に
は
特
に
影
響
は
な
い
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
保
険
基
盤
安
定
負
担
金

額
の
算
出
方
法
は
。

　

こ
の
制
度
は
、
保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
の
保
険
税
軽
減
分

と
保
険
者
支
援
分
に
大
き
く
２
つ
に
分
か
れ
る
。
保
険
税
軽

減
分
は
、
法
定
軽
減
、
７
割
、
５
割
、
２
割
の
軽
減
に
要
し

た
費
用
が
法
律
に
定
め
ら
れ
た
財
源
と
し
て
一
般
会
計
か
ら

補
填
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
保
険
者
支
援
分
は
、
低

所
得
者
を
多
く
抱
え
る
保
険
者
が
一
定
の
基
準
に
定
め
ら
れ

た
金
額
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。
計
算

方
法
と
し
て
は
、
平
均
保
険
税
額
に
そ
の
軽
減
の
対
象
と

な
っ
た
方
の
人
数
を
掛
け
、
法
定
軽
減
割
合
ご
と
に
お
お
む

ね
15
％
程
度
の
支
援
率
を
そ
れ
ぞ
れ
掛
け
合
わ
せ
た
も
の
が 

こ
の
保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
と
な
り
、
法
定
軽
減
の
対
象
と

な
っ
た
方
の
人
数
に
応
じ
て
、
一
定
の
金
額
が
配
分
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

　

応
札
額
の
最
低
金
額
と
最
高
金
額
に
大
き
な
開
き
が
あ
る
が
、

特
別
な
理
由
が
あ
る
の
か
。

　

応
札
額
は
、
参
加
業
者
が
積
算
を
し
て
出
し
た
数
字
で
あ
る
。

市
で
は
把
握
で
き
な
い
。

 

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
農
業
振
興

課
と
環
境
課
は
ど
の
よ
う
に
役
割
を
分
担
し
て
い
る
の
か
。 

　

農
業
振
興
課
は
、
主
に
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物

被
害
に
対
応
し
、
深
谷
市
鳥
獣
害
対
策
協
議
会
に
補
助
金
を

交
付
し
て
い
る
。
一
方
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
が
市
街
地
に
出

没
し
た
場
合
は
環
境
課
が
対
応
す
る
。
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲

に
関
す
る
対
応
も
環
境
課
が
担
当
し
て
い
る
。 

　

ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
発
生
し
、
農
業
振
興

課
に
駆
除
の
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
は
、
対
応
で
き
な
い
の
か
。 

　

農
作
物
被
害
に
つ
い
て
は
、
農
業
振
興
課
で
対
応
し
て
い

る
。
具
体
的
な
対
策
と
し
て
、
電
気
柵
の
貸
出
し
や
購
入
補

助
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

農
業
施
策
推
進
事
業
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
活
動
補
助
金
１
２

０
万
円
の
増
額
は
、
何
に
充
て
る
の
か
。 

　

協
議
会
へ
の
補
助
金
は
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
の
対
策

に
係
る
経
費
に
充
て
て
お
り
、
電
気
柵
の
貸
出
し
や
購
入
補

助
な
ど
も
対
象
と
し
て
い
る
。
今
回
の
補
正
は
、
シ
カ
や
イ

ノ
シ
シ
の
捕
獲
に
対
応
す
る
た
め
、
捕
獲
に
係
る
委
託
料
分

を
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

電
気
柵
の
購
入
補
助
は
終
了
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今

回
増
額
す
る
１
２
０
万
円
か
ら
電
気
柵
の
補
助
に
充
て
る
考

え
は
あ
る
の
か
。 

　

購
入
補
助
は
既
に
７
月
に
終
了
し
て
い
る
。
今
年
度
は
電

気
柵
の
補
助
と
し
て
43
万
円
を
支
出
し
て
お
り
、
今
年
度
分

は
こ
の
43
万
円
ま
で
と
考
え
て
い
る
。

　

捕
獲
活
動
の
委
託
内
容
と
、
委
託
料
が
不
足
す
る
理
由
は
。 

　

今
年
度
の
委
託
料
の
う
ち
１
１
６
万
７
０
０
０
円
が
捕
獲

に
関
す
る
も
の
で
、
わ
な
の
設
置
、
捕
獲
し
た
鳥
獣
の
殺
処

分
、
運
搬
、
埋
設
等
を
委
託
し
て
い
る
。
春
先
に
多
く
の
有

害
鳥
獣
へ
の
対
応
を
行
っ
た
た
め
、
今
年
度
分
の
委
託
料
が

不
足
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
補
正
予
算
を
計
上
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

協
議
会
の
構
成
員
で
あ
る
深
谷
・
寄
居
の
各
猟
友
会
に
対

し
、
増
額
す
る
１
２
０
万
円
を
ど
の
よ
う
な
割
合
で
配
分
す

る
の
か
。

　

今
回
の
増
額
分
に
つ
い
て
、
各
猟
友
会
へ
の
配
分
割
合
は
、

特
に
定
め
て
い
な
い
。 

　

農
業
総
務
費
１
０
８
５
万
円
の
増
額
の
う
ち
、
人
件
費
９

６
５
万
円
の
増
額
は
職
員
の
増
員
に
よ
る
も
の
か
。
ま
た
、

農
業
振
興
課
の
職
員
数
は
前
年
か
ら
増
え
て
い
る
の
か
。　

　

人
件
費
の
当
初
予
算
は
令
和
７
年
度
の
人
員
配
置
に
基
づ

い
て
計
上
し
て
い
る
。
令
和
８
年
度
の
人
事
異
動
後
の
職
員

配
置
に
合
わ
せ
、
全
体
的
に
人
件
費
の
配
分
を
し
直
し
た
も

の
で
あ
る
。
農
業
振
興
課
の
職
員
は
、
前
年
か
ら
１
人
増
え

て
い
る
。　

　

中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
で
、
物
件
補
償
に
係
る
経
費
を

１
億
３
０
０
０
万
円
増
額
す
る
理
由
は
。　

　

当
初
予
算
で
は
、
物
件
補
償
を
12
件
、
建
物
14
棟
と
予
定

し
て
い
た
。
そ
の
後
、
地
権
者
と
の
交
渉
が
進
み
、
新
た
に

10
件
、
４
棟
の
交
渉
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
移
転
補
償
費
１

億
３
０
０
０
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。　

　

今
回
の
補
正
に
よ
り
、
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗

率
と
建
物
移
転
率
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。　

　

当
初
予
算
時
の
見
込
み
と
比
べ
、
補
正
後
は
、
事
業
費

ベ
ー
ス
の
進
捗
率
が
47
．
３
％
か
ら
47
．
８
％
と
な
る
。
建

物
移
転
率
も
、
63
％
か
ら
63
．
５
％
と
な
り
、
い
ず
れ
も
０
．

５
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
を
見
込
ん
で
い
る
。　
　

　
　
Q　

　
Q　

　
Q 　

　
A　

　
A　

　
A

　
　
A　

　
A　

　
A　

　
A　

　
A 　

　
Q　

　
Q　

　
Q　

　
Q　

　
Q　

　
Q

　
　
A 　

　
Q　

　
A　

　
A　

　
A 　

　
A　

　
Q　

　
Q　

　
Q
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議案Q&A採決表

 ９月定例会に提出された議案と審議結果は次のとおりです。 議案等の審議結果 
◆市長提案・議案

件　　　　名 審議結果
原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

議案番号

※議長は可否同数のみ採決に参加します。

【 〇：賛成、×：反対 】

会　派　名 深谷同志会 深和会 公明党 元氣会日本共産党 無会派
議  員  名

議  案  等

深谷市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

深谷市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例 

工事請負契約の締結について
（旧煉瓦製造施設管理活用棟建設等工事） 

令和７年度一般会計歳入歳出決算認定 認　定

可　決

可　決

可　決

 全会一致とならなかった提出案件審議結果と各議員の賛否一覧

審
議
結
果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

小
泉
　
　
誠

小
林
　
　
真

加
藤
　
利
江

山
出
　
秀
明

鈴
木
　
三
男

佐
久
間
奈
々

五
間
く
み
子

繫
　
　
由
香

坂
本
　
　
博

髙
田
　
博
之

永
田
　
勝
彦

茂
木
　
一
郎

富
田
　
　
勝

角
田
　
義
徳

田
口
　
英
夫

清
水
　
健
一

八
須
　
由
憲

湯
本
　
哲
昭

今
井
慶
一
郎

福
島
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柿
澤
　
祐
介
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仁

田
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秀
興

議
長（※

）

第４８号

第４９号

第５０号

第５１号

第５２号

第５３号

第５４号

第５５号

第５６号

第５７号

第５８号

第５９号

第６０号

第６１号

第６２号

第６３号

第６４号

第６５号

第６６号

第６７号

第６８号

令和７年度深谷市一般会計歳入歳出決算認定について

令和７年度深谷市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

令和７年度深谷市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

令和７年度深谷市国済寺土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和７年度深谷市水道事業会計利益の処分及び決算認定について

令和７年度深谷市下水道事業会計利益の処分及び決算認定について

深谷市ひとり親家庭等医療費支給に関する条例の一部を改正する条例

深谷市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

深谷市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

深谷市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

深谷市花園就業改善センター条例を廃止する条例

大里広域市町村圏組合の共同処理する事務の変更及び大里広域市町村圏組合の規約変更について

財産の取得について

財産の取得について

工事請負契約の締結について

工事請負契約の締結について

令和８年度深谷市一般会計補正予算（第５号）

令和８年度深谷市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和８年度深谷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和８年度深谷市国済寺土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

令和８年度深谷市一般会計補正予算（第６号）

原案可決
原案認定
原案可決
原案認定

　

今
回
積
立
て
る
運
営
基
金
は
、
国
民
健
康
保
険
財
政
の
健

全
な
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
深
谷
市

国
民
健
康
保
険
運
営
基
金
に
積
み
立
て
る
も
の
で
す
。

令
和
８
年
度
深
谷
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

補正
　

基
金
の
運
用
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　

基
金
の
運
用
に
関
し
て
は
、
国
保
に
関
係
す
る
３
つ
の
基

金
や
財
政
調
整
基
金
等
、
そ
の
他
全
て
の
基
金
に
つ
い
て
一

括
で
運
用
し
て
い
る
。
運
用
方
法
は
、
定
期
預
金
や
普
通
預

金
の
ほ
か
、
国
債
や
地
方
債
と
い
っ
た
債
券
で
行
っ
て
い
る
。

　

令
和
７
年
度
決
算
の
実
質
収
支
額
と
今
回
の
繰
越
額
に
つ

利
率
見
直
し
の
ほ
か
に
、
補
正
理
由
が
２
点
あ
り
、
１
点
目

は
、
令
和
７
年
度
の
借
入
額
と
利
率
の
確
定
に
よ
る
も
の
、

２
点
目
は
、
公
用
車
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
両
購
入
で
、
有
利

な
脱
炭
素
化
推
進
事
業
債
を
借
入
れ
る
こ
と
に
し
た
こ
と
に

よ
る
利
子
見
込
７
万
３
０
０
０
円
を
合
わ
せ
た
金
額
が
補
正

額
で
あ
る
。

　

私
立
保
育
施
設
運
営
事
業
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
事

業
、
性
被
害
防
止
対
策
環
境
整
備
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
支
援
の
詳
細

を
伺
う
。

　

保
育
所
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
と
し
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
を
９
施
設
が
導
入
予
定
で
あ
り
、
翻
訳
機
を
３
施

設
が
導
入
予
定
で
合
計
３
９
３
万
８
０
０
０
円
。
性
被
害
防

止
対
策
は
、
子
ど
も
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
、

パ
ー
テ
ン
シ
ョ
ン
や
カ
メ
ラ
設
置
の
補
助
金
で
あ
り
、
３
施

設
が
パ
ー
テ
ン
シ
ョ
ン
設
置
を
希
望
し
て
お
り
合
計
で
22
万

５
０
０
０
円
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
補
助
は
、
県
と
の
協
調
補
助
に

よ
り
、
私
立
保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園
等
を
対
象
と
し
、
全

体
で
36
施
設
が
希
望
し
、
27
万
６
０
０
０
円
の
補
助
と
し
て

見
込
ん
で
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
教
育
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
寄
付
金
を
利
用
し

市
立
中
学
２
年
生
を
対
象
に
、
渋
沢
平
九
郎
の
オ
ペ
ラ
を
上

演
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
長
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
短
く
し
て
や

る
の
か
。
ま
た
、
長
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
ビ
デ
オ
は
あ
る
の
か
。 

　

オ
ペ
ラ
の
長
さ
は
、
本
来
１
２
０
分
の
も
の
を
80
分
に
短

縮
し
、
中
学
生
向
け
に
し
た
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
ビ
デ
オ

は
無
い
。 

　

小
学
校
施
設
整
備
維
持
事
業
、
中
学
校
整
備
維
持
事
業
、

幼
稚
園
整
備
維
持
事
業
に
つ
い
て
、
小
学
校
、
中
学
校
、
幼

稚
園
の
桜
の
伐
採
、
抜
根
、
植
樹
の
本
数
は
。 

　

伐
採
は
、
小
学
校
１
８
６
本
、
中
学
校
72
本
、
幼
稚
園
３

本
、
合
計
２
６
１
本
で
あ
る
。
伐
根
は
、
小
学
校
２
８
７
本
、

中
学
校
42
本
、
幼
稚
園
１
７
本
、
合
計
３
４
６
本
で
あ
る
。

植
樹
は
、
小
学
校
59
本
、
中
学
校
45
本
、
幼
稚
園
は
１
０
本
、

合
計
１
１
４
本
で
あ
る
。 

　
　
A 　

　
Q

　

補
正
額
５
２
１
万
７
０
０
０
円
と
利
率
見
直
し
後
の
不
足

額
が
一
致
し
な
い
理
由
は
。

　

補
正
額
５
２
１
万
７
０
０
０
円
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
の

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
管
理
運
営
事
業
、
市
営
グ

ラ
ウ
ン
ド
等
維
持
管
理
事
業
に
つ
い
て
、
公
民
館
、
市
営
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
桜
の
伐
採
、
伐
根
、
植
樹
の
本
数
は
。 

　

対
象
と
な
る
公
民
館
は
、
深
谷
公
民
館
、
藤
沢
公
民
館
、

幡
羅
公
民
館
の
３
館
で
あ
る
。
伐
根
が
２
本
、
植
樹
が
２
２

本
で
あ
る
。
ま
た
、
対
象
と
な
る
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
生

涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
が
所
管
し
て
い
る
６
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
あ
る
。
伐
採
が
５
２
本
、
伐
根
が
１
２
本
、
植
樹
が
２
８

本
で
あ
る
。 

　

介
護
施
設
等
整
備
費
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
何
施
設
あ
り
、

非
常
用
自
家
発
電
の
設
備
の
使
用
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

　

大
規
模
修
繕
が
１
施
設
で
あ
り
、
補
助
額
は
１
６
６
万
円
。

非
常
用
自
家
発
電
設
備
の
整
備
が
１
施
設
で
補
助
額
は
８
０

６
万
３
０
０
０
円
で
あ
る
。
非
常
用
自
家
発
電
機
は
、
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
を
使
用
し
て
発
電
す
る
も
の
で
、
発
電
機
１
台
で
、
一

般
家
庭
に
あ
る
50
キ
ロ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
１
本
で
約
30
時
間
稼
働

で
き
る
。　

　

公
共
施
設
整
備
基
金
積
立
金
の
積
立
金
額
の
根
拠
は
。

　

今
回
の
補
正
で
使
っ
た
決
算
剰
余
金
の
残
り
を
、
公
共
施

設
整
備
基
金
に
12
億
１
１
８
５
万
７
０
０
０
円
の
積
み
立
て

補
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
数
年
、
公
共
施
設
整
備
基
金
積
立
金
が
発
生
し
て
い

る
が
、
都
度
そ
の
金
額
を
検
討
し
た
う
え
で
積
立
金
を
決
め

て
い
る
の
か
。

　

公
共
施
設
整
備
基
金
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
の
目
標
額

を
定
め
て
お
り
、
今
後
10
年
間
で
約
１
０
０
億
円
以
上
が
公

共
施
設
整
備
に
か
か
っ
て
く
る
と
見
通
し
て
お
り
、
決
算
剰

余
金
が
出
た
際
に
は
積
み
立
て
を
し
て
い
る
。

　

防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
、
八
基
・
花
園
地
区
の
青

色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
両
を
更
新
す
る
の
か
。

　

八
基
と
花
園
地
区
の
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
両
２
台
を

更
新
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

庁
内
で
使
用
し
て
い
る
車
両
を
整
備
し
、
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
車
両
と
し
て
再
利
用
す
る
の
か
。

　

庁
内
の
共
用
車
の
中
か
ら
、
令
和
２
年
車
で
走
行
距
離
が

少
な
い
も
の
を
用
意
し
た
。
今
後
、
令
和
９
年
４
月
に
向
け

て
整
備
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

地
方
交
付
税
が
４
億
６
７
２
０
万
円
減
額
と
な
っ
た
要
因

は
。

　

地
方
交
付
税
が
減
額
と
な
っ
た
大
き
な
要
因
と
し
て
２
つ

あ
る
。
ま
ず
１
点
目
は
、
地
方
交
付
税
の
算
定
の
中
に
、
国

勢
調
査
の
人
口
を
基
に
交
付
税
を
決
め
る
と
あ
り
、
調
査
結

果
で
深
谷
市
の
人
口
が
約
２
８
０
０
人
ほ
ど
減
に
な
っ
た
こ

と
。
２
点
目
は
、
市
税
の
収
入
が
当
初
想
定
を
上
回
っ
た
こ

と
で
地
方
交
付
税
が
減
額
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
額
と
地
域
通
貨
ネ
ギ
ー
の
売
上
額
が
大
き

い
が
、
地
方
交
付
税
の
交
付
に
関
係
が
あ
る
の
か
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
額
の
大
小
は
地
方
交
付
税
へ
の
影
響
は
な

い
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
市
税
が
減
少
し
た
分
に
つ
い

て
は
、
交
付
税
は
増
額
の
要
因
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。
地

域
通
貨
ネ
ギ
ー
の
売
上
額
に
関
し
て
は
、
歳
入
歳
出
両
方
の

要
素
が
あ
り
、
交
付
税
に
は
特
に
影
響
は
な
い
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
保
険
基
盤
安
定
負
担
金

額
の
算
出
方
法
は
。

　

こ
の
制
度
は
、
保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
の
保
険
税
軽
減
分

と
保
険
者
支
援
分
に
大
き
く
２
つ
に
分
か
れ
る
。
保
険
税
軽

減
分
は
、
法
定
軽
減
、
７
割
、
５
割
、
２
割
の
軽
減
に
要
し

た
費
用
が
法
律
に
定
め
ら
れ
た
財
源
と
し
て
一
般
会
計
か
ら

補
填
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
保
険
者
支
援
分
は
、
低

所
得
者
を
多
く
抱
え
る
保
険
者
が
一
定
の
基
準
に
定
め
ら
れ

た
金
額
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。
計
算

方
法
と
し
て
は
、
平
均
保
険
税
額
に
そ
の
軽
減
の
対
象
と

な
っ
た
方
の
人
数
を
掛
け
、
法
定
軽
減
割
合
ご
と
に
お
お
む

ね
15
％
程
度
の
支
援
率
を
そ
れ
ぞ
れ
掛
け
合
わ
せ
た
も
の
が 

こ
の
保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
と
な
り
、
法
定
軽
減
の
対
象
と

な
っ
た
方
の
人
数
に
応
じ
て
、
一
定
の
金
額
が
配
分
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
農
業
振
興

課
と
環
境
課
は
ど
の
よ
う
に
役
割
を
分
担
し
て
い
る
の
か
。 
　

農
業
振
興
課
は
、
主
に
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物

被
害
に
対
応
し
、
深
谷
市
鳥
獣
害
対
策
協
議
会
に
補
助
金
を

交
付
し
て
い
る
。
一
方
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
が
市
街
地
に
出

没
し
た
場
合
は
環
境
課
が
対
応
す
る
。
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲

に
関
す
る
対
応
も
環
境
課
が
担
当
し
て
い
る
。 

　

ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
発
生
し
、
農
業
振
興

課
に
駆
除
の
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
は
、
対
応
で
き
な
い
の
か
。 

　

農
作
物
被
害
に
つ
い
て
は
、
農
業
振
興
課
で
対
応
し
て
い

る
。
具
体
的
な
対
策
と
し
て
、
電
気
柵
の
貸
出
し
や
購
入
補

助
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

農
業
施
策
推
進
事
業
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
活
動
補
助
金
１
２

０
万
円
の
増
額
は
、
何
に
充
て
る
の
か
。 

　

協
議
会
へ
の
補
助
金
は
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
の
対
策

に
係
る
経
費
に
充
て
て
お
り
、
電
気
柵
の
貸
出
し
や
購
入
補

助
な
ど
も
対
象
と
し
て
い
る
。
今
回
の
補
正
は
、
シ
カ
や
イ

ノ
シ
シ
の
捕
獲
に
対
応
す
る
た
め
、
捕
獲
に
係
る
委
託
料
分

を
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

電
気
柵
の
購
入
補
助
は
終
了
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今

回
増
額
す
る
１
２
０
万
円
か
ら
電
気
柵
の
補
助
に
充
て
る
考

え
は
あ
る
の
か
。 

　

購
入
補
助
は
既
に
７
月
に
終
了
し
て
い
る
。
今
年
度
は
電

気
柵
の
補
助
と
し
て
43
万
円
を
支
出
し
て
お
り
、
今
年
度
分

は
こ
の
43
万
円
ま
で
と
考
え
て
い
る
。

　

捕
獲
活
動
の
委
託
内
容
と
、
委
託
料
が
不
足
す
る
理
由
は
。 

　

今
年
度
の
委
託
料
の
う
ち
１
１
６
万
７
０
０
０
円
が
捕
獲

に
関
す
る
も
の
で
、
わ
な
の
設
置
、
捕
獲
し
た
鳥
獣
の
殺
処

分
、
運
搬
、
埋
設
等
を
委
託
し
て
い
る
。
春
先
に
多
く
の
有

害
鳥
獣
へ
の
対
応
を
行
っ
た
た
め
、
今
年
度
分
の
委
託
料
が

不
足
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
補
正
予
算
を
計
上
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

協
議
会
の
構
成
員
で
あ
る
深
谷
・
寄
居
の
各
猟
友
会
に
対

し
、
増
額
す
る
１
２
０
万
円
を
ど
の
よ
う
な
割
合
で
配
分
す

る
の
か
。

　

今
回
の
増
額
分
に
つ
い
て
、
各
猟
友
会
へ
の
配
分
割
合
は
、

特
に
定
め
て
い
な
い
。 

　

農
業
総
務
費
１
０
８
５
万
円
の
増
額
の
う
ち
、
人
件
費
９

６
５
万
円
の
増
額
は
職
員
の
増
員
に
よ
る
も
の
か
。
ま
た
、

農
業
振
興
課
の
職
員
数
は
前
年
か
ら
増
え
て
い
る
の
か
。　

　

人
件
費
の
当
初
予
算
は
令
和
７
年
度
の
人
員
配
置
に
基
づ

い
て
計
上
し
て
い
る
。
令
和
８
年
度
の
人
事
異
動
後
の
職
員

配
置
に
合
わ
せ
、
全
体
的
に
人
件
費
の
配
分
を
し
直
し
た
も

の
で
あ
る
。
農
業
振
興
課
の
職
員
は
、
前
年
か
ら
１
人
増
え

て
い
る
。　

　

中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
で
、
物
件
補
償
に
係
る
経
費
を

１
億
３
０
０
０
万
円
増
額
す
る
理
由
は
。　

　

当
初
予
算
で
は
、
物
件
補
償
を
12
件
、
建
物
14
棟
と
予
定

し
て
い
た
。
そ
の
後
、
地
権
者
と
の
交
渉
が
進
み
、
新
た
に

10
件
、
４
棟
の
交
渉
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
移
転
補
償
費
１

億
３
０
０
０
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。　

　

今
回
の
補
正
に
よ
り
、
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗

率
と
建
物
移
転
率
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。　

　

当
初
予
算
時
の
見
込
み
と
比
べ
、
補
正
後
は
、
事
業
費

ベ
ー
ス
の
進
捗
率
が
47
．
３
％
か
ら
47
．
８
％
と
な
る
。
建

物
移
転
率
も
、
63
％
か
ら
63
．
５
％
と
な
り
、
い
ず
れ
も
０
．

５
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
を
見
込
ん
で
い
る
。　
　

　
　
Q　

　
Q　

　
Q　

　
Q　

　
Q　

　
Q 　

　
A　

　
A　

　
A　

　
A　

　
A　

　
A

　
　
A

　
　
A

　
　
A　

　
A 　

　
Q　

　
Q　

　
Q

い
て
伺
う
。

　

令
和
７
年
度
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
決
算
で
は
、

実
質
収
支
の
額
を
３
億
５
０
４
０
万
５
７
７
円
と
報
告
を
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
回
の
補
正
予
算
で
、
令
和
７
年
度
決

算
の
実
質
収
支
額
を
令
和
８
年
度
の
歳
入
予
算
と
し
て
計
上

し
た
い
た
め
、
歳
入
の
繰
越
金
に
て
、
補
正
前
の
額
１
億
円

に
補
正
額
２
億
５
０
４
０
万
円
を
加
え
、
前
年
度
の
実
質
収

支
額
の
３
億
５
０
４
０
万
円
に
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
Q
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防
災
倉
庫
の
設
置
場
所
は
適
切
に
配

置
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。 

　
　

災
害
時
に
避
難
所
と
な
る
市
内
公
民

館
12
か
所
を
中
心
に
、
計
19
か
所
の
防
災

倉
庫
を
地
域
バ
ラ
ン
ス
等
考
慮
し
て
配
置

し
て
い
る
。 

　
　

避
難
所
開
設
時
の
女
性
へ
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
確
保
等
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

女
性
専
用
の
更
衣
室
や
授
乳
室
の
設

置
、
生
理
用
品
の
女
性
に
よ
る
配
布
等
女

性
や
子
育
て
家
庭
の
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た

運
営
が
で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。 

　
　

防
災
設
備
の
設
置
や
取
組
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。 

　
　

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
岡

部
公
民
館
と
ワ
モ
ア
川
本
に
設
置
し
て
お

り
、
今
後
、
公
共
施
設
の
再
整
備
等
に
併

せ
、
防
災
設
備
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。 

●
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
つ
い
て 

　
　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
回
収
に
関

す
る
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。 

　
　

新
し
い
ご
み
の
区
分
を
創
設
し
、
毎

月
第
３
水
曜
日
に
、
深
谷
市
役
所
本
庁
舎

１
階
市
民
ホ
ー
ル
の
ほ
か
、
岡
部
・
川

本
・
花
園
各
総
合
支
所
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、

深
谷
清
掃
セ
ン
タ
ー
内
資
源
物
置
場
の
５

か
所
に
専
用
窓
口
を
開
設
し
回
収
を
行
っ

て
い
る
。 

　
　

ご
み
処
理
施
設
の
「
火
災
検
知
の
体

制
」
に
つ
い
て
伺
う
。 

　
　

施
設
を
所
管
し
て
い
る
大
里
広
域
市 

町
村
圏
組
合
で
は
、
緊
急
時
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
基
づ
き
対
応
を
行
う
こ
と
と
し
て
、

速
や
か
に
初
期
消
火
に
あ
た
れ
る
よ
う
訓

練
も
実
施
し
体
制
を
整
え
て
い
る
。 

AQAQQ AA

Q QAA

市
と
県
で
合
計
３
日
分
、
食
料
は
６
万
食
の
備
蓄
で
あ
る

Q
災
害
備
蓄
品
の
備
蓄
状
況
に
つ
い
て

　
　

全
国
各
地
で
、
自
治
会
加
入
率
の
低

下
や
担
い
手
不
足
等
、
地
域
の
希
薄
化
が

深
刻
化
し
て
い
る
。
自
治
会
の
負
担
を
考

え
、
広
報
誌
の
配
布
を
見
直
し
た
市
町
が

多
く
見
ら
れ
る
が
、
考
え
を
伺
う
。 

　
　

広
報
の
他
、
各
学
校
だ
よ
り
等
を
同

時
に
配
布
し
て
お
り
、
引
続
き
自
治
会
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
た
い
。 

　
　

先
例
市
で
は
、
様
々
な
配
布
物
に
対

応
す
る
た
め
、
学
校
区
ご
と
の
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
を
入
札
で
決
め
て
お
り
、
市
内
の
業

者
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
問
題
な
く
対
応

で
き
る
と
の
事
だ
が
、
い
か
が
か
。 

　
　

先
例
市
を
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。 

　
　

回
覧
板
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
緊
急
時
に

有
効
な
ラ
イ
ン
の
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
、

会
議
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
に
会
議
資
料

を
予
め
ラ
イ
ン
で
送
っ
て
お
く
等
の
自
治

会
Ｄ
Ⅹ
支
援
サ
ー
ビ
ス
ア
プ
リ
は
、
多
く

の
市
町
で
利
用
し
て
効
果
が
確
認
さ
れ
て

い
る
が
、
導
入
の
考
え
を
聞
き
た
い
。 

　
　

自
治
会
連
合
会
の
中
で
、
先
例
市
の

事
例
を
紹
介
し
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。 

●
公
園
の
在
り
方
に
つ
い
て
伺
う

　
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸
成
の
場
と
な

る
よ
う
、
利
用
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
検
討

す
る
べ
き
だ
が
考
え
を
聞
き
た
い
。 

　
　

先
進
事
例
等
も
研
究
し
な
が
ら
、
仕

組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
く
。 

　
　

公
園
内
に
カ
フ
ェ
が
あ
る
、
代
々
木

公
園
や
富
岩
運
河
環
水
公
園
は
有
名
だ
が
、

そ
う
し
た
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
含
め
た
検
討

を
し
て
い
く
の
か
聞
き
た
い
。 

　
　

仙
元
山
公
園
再
整
備
で
、
民
間
活
力

の
導
入
の
可
能
性
調
査
を
行
う
。 

AQQQ

QQ AAA

AA

先
例
市
を
参
考
に
し
な
が
ら
調
査
研
究
し
て
い
く
。

Q
持
続
可
能
な
自
治
会
活
動
に
向
け
支
援
す
べ
き
で
は
な
い
か 

市政のここが聞きたい
議会のホームページから、議会の映像がご覧いただけます。

質問項目一覧 （通告順）
スマートフォンなどをお持ちの方は、氏名の下のQRコードを専用
アプリで読み取ると、それぞれの録画映像がご覧いただけます。

・上柴公民館
・民生委員・児童委員と保護司の活動

加藤　利江・・・・・・・・・・・・・・・・・P12

・災害援助
・リサイクル奨励金
・深谷駅の北口 

山出　秀明・・・・・・・・・・・・・・・・・P12

・税公金
・持続可能な自治会活動
・公園の在り方

清水　健一・・・・・・・・・・・・・・・・・P11

・防災
・リチウムイオン電池

柿澤　祐介・・・・・・・・・・・・・・・・・P11

・防災
・民間委託によるごみ処理方式の採用
・PFOS及びPFOA

小泉　誠・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P10

・建設工事に係る入札契約制度と地域
　施工体制の維持

田島　秀興・・・・・・・・・・・・・・・・・P15

・緑化樹等の管理
・災害

富田　勝・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P15

・高齢者に対する施策
・自治会活動

田口　英夫・・・・・・・・・・・・・・・・・P14

・「ガーデンシティふかやプラン
　～3rdステージ～」に基づく取組
・「ふかや緑の王国運営計画シー
　ズン3」
・市内産の花苗を活用した、深谷
　ならではのまちづくり

五間　くみ子・・・・・・・・・・・・・・・P14

・深丘園
・集中豪雨

坂本　博・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P13

・道路交通法の改正　
・新規就農者対策    
・小山川ウォーク＆サイクルロード 

髙田　博之・・・・・・・・・・・・・・・・P19

・校外活動の安全確保    
・アグリテック集積事業

茂木　一郎・・・・・・・・・・・・・・・・P18

・防災気象情報
・深谷市民の日    
・渋沢栄一・桃井可堂顕彰

八須　由憲・・・・・・・・・・・・・・・・P19

・「ふるさとの景色」の「歴史」を広
　く重ねるには    
・花園IC拠点整備プロジェクトの成果
　を市民と共有するには    
・学校支援、地域を人口減社会にフィッ
　トさせるには    

小林　真・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P18

・県道深谷寄居線第四寄居街道踏切の
　拡幅    
・水道水
・国保税 

鈴木　三男・・・・・・・・・・・・・・・・・P17 

・生活保護をあたりまえの権利に
佐久間　奈 ・々・・・・・・・・・・・・・・P17
・防災対策
福島　秀樹・・・・・・・・・・・・・・・・・P16
・農業振興に関する取組み
湯本　哲昭・・・・・・・・・・・・・・・・・P16

　
　

緊
急
時
、
避
難
生
活
が
長
期
化
し
た

場
合
の
食
料
の
確
保
や
、
避
難
所
内
の
生

活
空
間
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
考
え
て
い
る
か
。 

　
　

長
期
化
し
た
場
合
、
災
害
協
定
を
締

結
し
て
い
る
事
業
者
等
か
ら
支
援
を
受
け

る
。
住
宅
が
確
保
で
き
な
い
方
は
、
協
定

締
結
先
の
ホ
テ
ル
等
で
生
活
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。 

●
可
燃
ご
み
の
民
間
委
託
に
つ
い
て

　
　

可
燃
ご
み
の
民
間
委
託
は
大
き
な
政

策
転
換
で
あ
る
。
検
討
の
段
階
か
ら
議
会

や
市
民
と
の
対
話
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

今
後
の
対
話
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。 

　
　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を
前
提
と
し

て
、
課
題
の
整
理
と
費
用
を
踏
ま
え
て
比

較
し
た
結
果
、
民
間
委
託
が
有
効
と
の
方

針
を
固
め
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
議
会

や
自
治
会
連
合
会
の
会
議
、
地
元
の
自
治

会
長
会
議
等
で
報
告
し
て
い
る
。 

●
皿
沼
浄
水
場
のPFO

S

・PFO
A

に
つ
い
て 

　
　

現
在
の
皿
沼
浄
水
場
に
お
け
る
浄
水

低
減
対
策
、
希
釈
、
水
源
の
運
用
状
況
は
。 

　
　

自
己
水
と
県
水
の
混
合
比
率
は
、
８

対
２
で
、
取
水
を
停
止
し
て
い
る
水
源
は

な
い
。
第
20
の
１
号
水
源
の
仮
設
稼
働
を

行
い
な
が
ら
、
第
30
号
水
源
の
令
和
９
年

度
の
本
格
稼
働
を
目
指
し
て
い
る
。 

　
　

皿
沼
浄
水
場
で
は
、
現
在
、
水
源
井

戸
の
検
査
を
行
っ
て
い
な
い
。
ど
の
よ
う

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
水
源
井
戸
の
検
査
を
行

う
の
か
。 

　
　

年
１
回
の
検
査
と
給
水
栓
の
水
は

25 

ng   

／
Ｌ
未
満
を
目
安
に
運
用
し
て
い
る

た
め
、
そ
の
範
囲
を
超
え
れ
ば
、
臨
時
検

査
を
検
討
す
る
。 

AQQ A

Q QAA

A

令
和
11
年
の
改
訂
時
を
予
定
し
て
い
る

Q
大
雨
の
際
の
内
水
氾
濫
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
公
開
は
い
つ
か

小泉　誠
こ　いずみ まこと

映像は
こちらから

映像は
こちらから

清水　健一
し　みず けん　いち

柿澤　祐介
かき  ざわ ゆう  すけ

映像は
こちらから

・誰もが本を楽しめる読書環境の整備
繫　由香・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P13
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チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用
い
て
利
用
の
可
否

を
確
認
し
て
い
る
。 

　
　

布
絵
本
に
つ
い
て
は
、
お
は
な
し
会

の
準
備
時
間
を
利
用
し
、
子
ど
も
や
保
護

者
が
手
に
取
る
機
会
を
設
け
て
は
ど
う
か
。 

　
　

あ
か
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
で
の
布
絵
本
の

展
示
・
案
内
を
今
後
再
開
し
た
い
。
お
は

な
し
会
に
つ
い
て
も
、
布
絵
本
に
触
れ
る

機
会
と
捉
え
、
検
討
し
て
い
く
。 

　
　

館
内
で
デ
イ
ジ
ー
資
料
等
を
利
用
す

る
際
、
子
ど
も
と
保
護
者
が
一
緒
に
利
用

で
き
る
環
境
や
、
音
漏
れ
に
対
す
る
配
慮

は
あ
る
か
。 

　
　

音
漏
れ
を
防
ぐ
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
を
用

意
し
、
保
護
者
も
一
緒
に
利
用
で
き
る
。

児
童
コ
ー
ナ
ー
で
も
使
用
可
能
で
あ
る
。 

　
　

上
柴
公
民
館
で
会
議
を
行
っ
た
際
に
、

場
所
が
分
か
ら
ず
帰
っ
て
し
ま
っ
た
方
が

い
た
。
案
内
が
少
な
く
、
分
か
り
づ
ら
い

と
い
う
声
を
周
り
か
ら
聞
い
て
い
る
。
案

内
板
や
看
板
を
増
設
し
て
ほ
し
い
。 

　
　

上
柴
公
民
館
が
ア
リ
オ
深
谷
内
に
あ

る
こ
と
を
知
ら
な
い
と
公
民
館
に
た
ど
り

着
け
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

上
柴
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
相
談
し

な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
い
上
柴
公
民
館
へ

の
ア
ク
セ
ス
方
法
の
周
知
に
つ
い
て
今
後

検
討
し
て
い
く
。 

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動 

　
　

市
独
自
の
手
当
支
給
制
度
の
創
設
を
。 

　
　

県
が
、
活
動
の
際
に
必
要
と
な
る
経

費
を
実
費
弁
償
と
し
て
、
一
人
あ
た
り
年

間
６
０
７
４
２
円
を
支
給
し
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
市
は
県
と
同
額
の
活
動
費
を
独

自
に
上
乗
せ
、
合
計
１
２
１
４
８
４
円
を

支
給
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
市
独

自
の
手
当
支
給
制
度
の
創
設
は
考
え
て
い

な
い
。 

●
保
護
司
の
活
動

　
　

市
独
自
の
手
当
支
給
制
度
の
創
設
を
。 

　
　

保
護
司
は
非
常
勤
の
国
家
公
務
員
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
市
独
自
に
手
当
を
支
給

す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
活
動
に
要
す
る

費
用
は
実
費
と
し
て
支
給
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
人
権
政
策
課
が
深
谷
地
区
保
護
司

会
の
事
務
局
と
し
て
会
の
活
動
を
支
援
し

て
い
る
ほ
か
、
会
へ
の
補
助
金
の
交
付
や

会
議
室
の
無
償
利
用
等
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。 

 

AQQ AA

A

わ
か
り
や
す
い
ア
ク
セ
ス
方
法
の
周
知
を
今
後
検
討
し
て
い
く 
Q
上
柴
公
民
館
に
も
う
少
し
案
内
看
板
を
つ
け
て
ほ
し
い

　
　

深
谷
駅
前
交
番
付
近
に
飲
食
ス
ペ
ー 

ス
、
土
産
物
な
ど
の
物
販
、
お
よ
び
観
光

案
内
所
を
設
置
で
き
な
い
か
。 

　
　

中
心
市
街
地
で
の
周
遊
の
観
点
か
ら
、 

深
谷
駅
北
口
の
限
ら
れ
た
場
所
で
の
飲
食 

や
物
販
の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。
ま
た
、 

観
光
案
内
所
に
つ
い
て
も
利
用
者
の
利
便

性
を
損
な
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
考 

え
て
い
な
い
。 

●
災
害
援
助
に
つ
い
て 

　
　

熊
本
地
震
に
お
い
て
、
市
と
し
て

ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
と
く
ま
モ
ン
の
イ
ラ
ス
ト

を
用
い
た
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
作
成
し
て
売
り

上
げ
の
一
部
を
寄
附
し
た
ら
ど
う
か
。 

　
　

す
で
に
市
で
は
、
地
震
直
後
か
ら
市

内
公
共
施
設
等
へ
の
義
援
金
箱
の
設
置
と
、 

ど
な
た
で
も
時
間
と
場
所
を
選
ば
ず
、
よ 

り
迅
速
で
効
率
的
な
、
深
谷
市
地
域
通
貨

ネ
ギ
ー
に
よ
る
義
援
金
と
し
て
の
寄
附
受

付
を
行
っ
て
い
る
。 

●
リ
サ
イ
ク
ル
奨
励
金
に
つ
い
て 

　
　

新
た
に
増
量
実
績
と
な
っ
た
団
体
に 

対
す
る
加
算
制
度
が
増
設
さ
れ
た
が
、
前 

年
度
実
績
を
１
％
以
上
上
回
る
と
い
う
条 

件
を
見
直
せ
な
い
か
。 

　
　

加
算
制
度
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か 

ら
新
た
な
取
組
と
し
て
推
進
し
て
お
り
、 

年
度
実
績
の
検
証
も
こ
れ
か
ら
の
段
階
で 

あ
る
。
そ
の
た
め
、
条
件
の
見
直
し
は
予

定
し
て
い
な
い
。
今
後
の
実
績
デ
ー
タ
等

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
制
度
の
実
効
性
等
を

検
証
し
て
い
き
た
い
。 

  

AQQ A

QAQQ AA

A

新
た
な
改
札
口
を
設
け
る
考
え
は
な
い

Q
深
谷
駅
前
交
番
付
近
に
自
動
改
札
口
を
設
置
で
き
な
い
か

　
　
「
り
ん
ご
の
棚
」
に
必
要
な
資
料
と

し
て
、
深
谷
図
書
館
の
子
ど
も
向
け
バ
リ

ア
フ
リ
ー
資
料
の
所
蔵
状
況
は
。 

　
　

大
活
字
本
１
８
７
冊
、
LL
ブ
ッ
ク
45

冊
、
布
絵
本
25
点
、
点
字
資
料
２
１
３
冊

な
ど
を
所
蔵
し
て
い
る
。 

　
　

録
音
図
書
や
、
読
む
こ
と
に
困
難
の

あ
る
方
の
た
め
の
デ
イ
ジ
ー
資
料
に
つ
い

て
、
そ
の
存
在
や
利
用
方
法
を
ど
の
よ
う

に
周
知
し
て
い
る
の
か
。 

　
　

図
書
館
公
式
サ
イ
ト
で
の
周
知
や
、

全
館
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
の
設

置
、
資
料
の
展
示
、
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
深
谷
図
書
館
で
は
小
学
生

の
図
書
館
見
学
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
コ
ー

ナ
ー
や
図
書
拡
大
機
を
紹
介
し
て
い
る
。 

　
　

デ
イ
ジ
ー
資
料
や
再
生
機
器
に
つ
い

て
、
手
帳
の
な
い
方
の
登
録
は
可
能
か
。 

　
　

障
害
者
手
帳
が
な
く
て
も
、
読
書
が

困
難
な
方
は
利
用
対
象
と
な
る
。
窓
口
で

本
人
や
家
族
か
ら
状
況
を
聞
き
取
り
、

AQQQ AAA

今
後
、
設
置
場
所
を
含
め
て
検
討
を
進
め
る

Q
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
た
「
り
ん
ご
の
棚
」
の
設
置
を

豪雨時 アンダーパス冠水 危険

寄居町立図書館の「りんごの棚」
深谷駅前交番付近

　
　

市
が
管
理
し
て
い
る
ア
ン
ダ
ー
パ
ス

は
何
ヶ
所
あ
る
か
。 

　
　

国
道
17
号
深
谷
バ
イ
パ
ス
下
に
４
ヶ

所
、
国
道
１
４
０
号
バ
イ
パ
ス
下
に
６
ヶ

所
、
秩
父
鉄
道
下
に
１
ヶ
所
、
関
越
自
動

車
道
下
に
２
ヶ
所
、
中
瀬
地
内
の
上
武
大

橋
下
に
１
ヶ
所
の
計
14
ヶ
所
で
あ
る
。 

　
　

す
べ
て
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
で
、
排
水

処
理
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
か
。 

　
　

６
ヶ
所
に
排
水
ポ
ン
プ
を
設
置
し
、

一
定
の
水
量
に
な
る
と
強
制
的
な
排
水
を

行
う
。
ま
た
、
そ
の
他
８
ヶ
所
に
つ
い
て

は
、
側
溝
に
よ
り
自
然
流
下
で
排
水
す
る

構
造
と
な
っ
て
い
る
。 

　
　

冠
水
す
る
可
能
性
と
必
要
性
を
待
た

ず
、
通
行
止
め
を
行
う
事
は
可
能
か
。 

　
　

警
察
と
相
談
し
た
上
で
可
能
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
利
用
者
が
い
る
中
で
通
行

止
め
に
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
慎
重
に
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
、
国
が
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
示
す
方
向
で
あ
る
の
で
、
そ
の

動
向
を
踏
ま
え
て
今
後
検
討
し
て
い
く
。 

●
残
骨
灰
に
つ
い
て 

　
　

残
骨
灰
は
、
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ

て
い
る
の
か
。 

　
　

指
定
管
理
者
が
契
約
し
た
都
内
の
処

理
業
者
に
、
無
償
で
引
渡
し
を
し
て
、
適

切
に
処
理
を
行
っ
て
い
る
。 

　
　

残
骨
灰
に
含
ま
れ
る
金
・
銀
・
パ
ラ 

ジ
ウ
ム
等
の
希
少
金
属
を
売
却
し
火
葬
場 

の
維
持
管
理
費
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。 

　
　

残
骨
灰
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
尊

厳
と
ご
遺
族
の
感
情
に
配
慮
し
取
り
扱
う

事
が
重
要
で
あ
る
。
今
後
、
国
や
近
隣
自

治
体
の
動
向
を
注
視
し
、
慎
重
に
検
討
す

る
。 

AQAQAQA

QQ QAA

冠
水
す
る
可
能
性
と
必
要
性
に
応
じ
て
通
行
止
め
を
行
う 

Q
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
が
水
没
し
た
際
の
通
行
止
め
等
の
安
全
対
策
は

繫　由香
つなぎ ゆ　か

映像は
こちらから

山出　秀明
やま　で ひで  あき

映像は
こちらから

坂本　博
さか  もと ひろし

映像は
こちらから

加藤　利江
か   とう とし   え

映像は
こちらから
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市政への一般質問

　
　

長
年
の
取
組
で
培
わ
れ
た
市
民
協
働

の
成
果
を
、
市
で
は
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。 

　
　

全
国
的
に
見
て
も
市
民
協
働
の
先
進

的
事
例
で
あ
り
、
本
市
の
大
き
な
成
果
、

強
み
と
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
市
全
体

の
市
民
協
働
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。 

　
　

次
世
代
へ
の
継
承
に
は
、
花
を
育
て

る
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
関
わ
る
人
を
育

て
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

　
　

学
校
花
は
な
プ
ラ
ン
等
を
通
じ
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
地
域
住
民
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
地
域
で
活

躍
す
る
人
も
育
て
て
い
き
た
い
。 

　
　

緑
の
王
国
を
、
市
民
活
動
、
環
境
学

習
、
人
材
育
成
等
を
つ
な
ぐ
拠
点
と
し
て
、

さ
ら
に
機
能
を
高
め
て
い
く
考
え
は
。 

　
　

王
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

等
と
連
携
し
、
そ
の
時
々
の
最
適
解
を
見

つ
け
、
緑
の
王
国
の
良
さ
を
引
き
出
し
て

い
く
。 

　
　

市
内
産
の
花
苗
に
「
深
谷
ら
し
さ
」

を
加
え
、
そ
の
価
値
を
高
め
る
地
域
資
源

と
し
て
活
用
し
て
は
。 

　
　

学
校
や
地
域
等
へ
深
谷
市
産
の
花
の

種
類
や
魅
力
を
伝
え
、
生
産
者
の
顔
が
見

え
る
Ｐ
Ｒ
も
行
い
、
市
産
の
花
に
誇
り
を

持
っ
て
活
用
し
て
い
く
。 

　
　

市
民
協
働
・
人
材
・
経
験
・
活
動
拠

点
・
市
内
産
の
花
等
、
20
年
以
上
蓄
積
し

て
き
た
価
値
を
「
政
策
資
産
」
と
捉
え
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
は
。 

　
　

花
と
市
民
協
働
を
手
段
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
た
活

動
や
表
彰
歴
等
の
付
加
価
値
を
次
世
代
へ

還
元
し
、
世
代
継
承
に
つ
な
げ
、
持
続
可

能
な
取
組
と
し
て
い
き
た
い
。 

AQQQ AAA

Q QAA

蓄
積
し
た
付
加
価
値
を
次
世
代
へ
還
元
し
て
い
く

高齢者福祉計画表紙

ガーデニングボランティアの活動風景

地域を支える建設業

危険水域表示

Q
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
ふ
か
や
で
培
っ
た
価
値
を
ど
う
生
か
す
か 

　
　

令
和
９
年
度
か
ら
は
、
新
た
な
計
画

を
策
定
す
る
の
か
。 

　
　

策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
新

た
な
計
画
と
し
て
策
定
の
事
務
を
進
め
て

い
る
。 

　
　

要
介
護
者
を
持
つ
家
族
の
た
め
の
家

族
介
護
者
教
室
の
開
催
状
況
は
。 

　
　

令
和
７
年
度
は
、
年
間
13
回
実
施

し
、
約
２
０
０
名
の
方
が
参
加
し
た
。 

　
　

認
知
症
を
予
防
す
る
対
策
も
、
計
画

の
中
に
取
り
入
れ
て
欲
し
い
。 

　
　

早
期
か
ら
の
予
防
対
策
は
重
要
で
あ

り
、
予
防
的
観
点
も
含
め
て
総
合
的
な
施

策
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。 

　
　

健
診
受
診
率
の
向
上
等
も
、
計
画
に

取
り
入
れ
て
い
っ
て
は
ど
う
か
。 

　
　

健
診
受
診
率
の
向
上
等
は
、
健
康
寿

命
の
延
伸
に
直
結
す
る
重
要
な
取
組
と
認

識
し
て
お
り
、
計
画
に
取
り
込
め
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
。 

●
自
治
会
活
動
へ
の
支
援
を 

　
　

自
治
会
館
の
補
助
事
業
で
、
補
助
金

額
の
見
直
し
は
で
き
な
い
か
。 

　
　

近
隣
自
治
体
の
状
況
や
物
価
動
向
に

注
視
し
な
が
ら
、
調
査
・
研
究
し
て
い

く
。 

　
　

他
市
と
比
べ
て
ど
う
か
。 

　
　

自
治
会
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
が
、
他

市
に
は
な
い
。 

　
　

自
治
会
と
の
協
働
事
業
で
、
示
さ
れ

た
取
組
以
外
も
支
援
対
象
と
な
る
か
。 

　
　

今
回
の
協
働
事
業
は
、
地
域
で
生
活

す
る
高
齢
者
を
対
象
に
、
深
谷
ふ
っ
か
つ

体
操
な
ど
を
支
援
対
象
と
し
た
。
今
回
示

し
た
取
組
以
外
の
も
の
は
、
今
後
研
究
し

て
い
く
。 

AQ

QQQ

QQQ AAAA

７
つ
の
施
策
と
も
事
業
は
順
調
に
実
施
し
て
い
る 

AAA

Q
高
齢
者
福
祉
計
画
の
こ
れ
ま
で
の
目
標
値
の
達
成
度
は 

市政への一般質問

　
　

公
表
資
料
の
独
自
集
計
で
は
、
予
定

価
格
１
億
円
未
満
の
年
平
均
工
事
件
数
が
、

平
成
27
〜
29
年
度
か
ら
令
和
５
〜
７
年
度

で
約
４
割
減
っ
た
。
必
要
な
整
備
量
と
地

域
企
業
の
受
注
機
会
を
ど
う
見
込
み
、
予

算
を
配
分
し
た
か
。 

　
　

施
設
の
老
朽
化
や
市
民
要
望
、
事
業

計
画
、
財
政
状
況
等
で
判
断
し
て
い
る
。

地
域
要
件
や
工
事
分
割
で
受
注
機
会
に
配

慮
し
て
い
る
が
、
維
持
に
必
要
な
受
注
量

を
数
量
で
見
込
み
、
発
注
量
に
直
接
反
映

す
る
仕
組
み
は
な
い
。 

　
　

最
低
制
限
価
格
へ
の
入
札
集
中
を
適

正
な
競
争
と
評
価
し
た
が
、
仕
事
不
足
か

ら
必
要
経
費
や
利
益
を
削
る
競
争
に
な
っ

て
い
な
い
か
。
そ
の
背
景
ま
で
確
認
し
た

の
か
。 

　
　

最
低
制
限
価
格
等
の
設
定
や
落
札
者

決
定
、
完
成
後
の
品
質
を
根
拠
に
評
価
し

て
い
る
。
個
別
企
業
の
経
営
や
経
費
ま
で

踏
み
込
ん
だ
分
析
は
行
っ
て
い
な
い
。 

　
　

建
設
業
災
害
対
策
協
力
会
は
将
来
の

災
害
対
応
を
懸
念
し
て
い
る
。
市
の
発
注

と
元
請
・
下
請
の
採
算
、
雇
用
、
人
材
・

設
備
の
維
持
を
結
び
付
け
、
関
係
部
署
で

実
情
を
把
握
す
る
考
え
は
あ
る
か
。 

　
　

情
報
交
換
や
訓
練
で
災
害
対
応
体
制

を
確
認
し
て
い
る
。
詳
細
な
実
態
調
査
は

現
状
で
は
考
え
て
い
な
い
。
個
別
企
業
の

経
営
情
報
へ
の
立
ち
入
り
に
は
限
界
が
あ

る
。 

　
　

検
証
で
受
注
機
会
の
不
足
等
が
確
認

さ
れ
た
場
合
、
予
算
配
分
や
発
注
規
模
・

時
期
を
見
直
す
考
え
は
あ
る
か
。 

　
　

年
度
初
め
の
仕
事
量
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
予
算
配
分
や
規
模
は
財
政
状

況
と
事
業
計
画
に
照
ら
し
て
判
断
す
る
。 

AQQ AA

価
格
基
準
や
品
質
で
評
価
。
経
営
ま
で
の
分
析
は
未
実
施

Q
適
正
な
競
争
と
評
価
し
た
根
拠
は

　
　

千
葉
豪
雨
を
は
じ
め
全
国
で
大
雨
に

よ
る
災
害
が
起
き
て
い
る
。
深
谷
市
で
も

同
様
な
水
害
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
か
。 

　
　

浸
水
想
定
区
域
外
で
も
可
能
性
が
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
防
災
講
座
等
で
日

頃
か
ら
の
備
え
の
重
要
性
に
つ
い
て
啓
発

し
て
い
る
。 

　
　

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
は
何
ヶ
所
あ
り
対
策

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

　
　

既
存
14
ヵ
所
、
建
設
中
が
２
カ
所
で

あ
る
。
対
策
と
し
て
は
ポ
ン
プ
に
よ
る
処

理
及
び
冠
水
時
の
侵
入
に
対
し
看
板
や
路

面
標
示
に
よ
り
注
意
喚
起
し
て
い
る
。 

　
　

看
板
や
路
面
標
示
が
適
切
で
な
い
と

思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
が
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。 

　
　

今
後
改
善
し
て
い
く
。 

　
　

住
宅
の
建
設
、
農
地
の
土
盛
り
等
に

よ
り
道
路
が
冠
水
す
る
箇
所
が
あ
る
が
対

策
は
。

　
　

側
溝
等
の
排
水
対
策
を
検
討
し
て
い

く
。 

●
緑
化
木
の
管
理
に
つ
い
て 

　
　

街
路
樹
に
つ
い
て
は
前
回
の
議
会
で

質
問
さ
れ
て
い
た
が
、
他
の
緑
化
木
は
、

ど
の
よ
う
に
管
理
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

　
　

都
市
整
備
部
は
公
園
や
河
川
を
、
産

業
振
興
部
で
は
、
深
谷
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

パ
テ
ィ
オ
、
教
育
部
で
は
、
幼
稚
園
・
小

中
学
校
及
び
各
公
民
館
の
管
理
を
適
正
に

行
っ
て
い
る
。 

　
　

街
路
樹
を
含
む
緑
化
樹
全
体
を
一
元

化
し
て
管
理
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。 

　
　

各
施
設
で
専
門
の
知
見
を
有
す
る
も

の
が
管
理
す
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。 

AQQ AAQQ A

QQ AA A

国
の
動
向
を
注
視
し
検
討
し
て
い
く

Q
防
災
庁
が
発
足
す
る
が
深
谷
市
の
組
織
体
制
は 

富田　勝
とみ  た まさる

映像は
こちらから

田島　秀興
た  じ ま ひ で お き

映像は
こちらから

田口　英夫
た     ぐち ひで   お

映像は
こちらから

五間　くみ子
ご 　ま こ

映像は
こちらから

QQ AA

1415



市政への一般質問

　
　

交
流
施
設
の
開
設
目
的
に
つ
い
て
伺

う
。 

　
　

本
市
が
目
指
す
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
戦
略

に
特
化
し
た
農
業
課
題
と
利
用
技
術
を

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
場
と
し
て
開
設
し
た
。 

　
　

令
和
５
年
か
ら
の
約
３
年
間
の
課
題

や
要
望
の
件
数
に
つ
い
て
伺
う
。 

　
　

開
設
か
ら
今
ま
で
に
会
員
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
課
題
・
要
望
は
４
７
１
件
で
あ
る
。 

　
　

登
録
会
員
の
主
な
顔
ぶ
れ
と
参
加
企

業
の
商
材
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。 

　
　

令
和
８
年
８
月
時
点
で
５
１
１
名
の

会
員
登
録
が
あ
り
メ
ン
バ
ー
は
主
に
農
業

者
と
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
企
業
で
あ
る
。
内
容

と
し
て
は
、
農
業
者
は
40
歳
以
下
の
若
手

が
中
心
で
、
登
録
企
業
の
商
材
と
し
て
は
、

農
業
機
械
・
資
材
・
各
種
サ
ー
ビ
ス
等
が

あ
り
近
々
で
は
、
資
材
に
関
心
が
高
い
傾

向
に
あ
り
当
施
設
の
活
動
か
ら
、
高
温
障

害
用
資
材
や
酸
素
発
生
剤
等
が
既
に
実
証

実
験
が
始
ま
っ
て
い
る
。 

　
　

市
の
農
業
関
連
部
門
と
の
情
報
共
有

は
と
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。 

　
　

気
軽
に
来
訪
で
き
る
場
と
し
て
の
機

能
を
最
大
限
に
活
用
し
、
認
定
農
業
者
制

度
や
耕
作
放
棄
地
等
、
市
の
農
業
関
連
部

署
が
所
管
す
る
施
策
に
対
応
す
る
農
業
者

と
行
政
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
。 

　
　

関
連
団
体
や
外
部
機
関
等
と
の
連
携

強
化
に
つ
い
て
伺
う
。 

　
　

農
業
者
の
会
合
の
場
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
る
。
農
業
者
同
士
の
情
報
交
換
が

生
ま
れ
次
世
代
農
業
者
の
拠
点
と
し
て
の

役
割
も
果
た
し
て
い
る
。
出
て
き
た
要
望

を
Ｊ
Ａ
、
市
内
農
業
資
材
店
、
種
苗
店
、

県
な
ど
と
の
連
携
に
つ
な
げ
て
い
る
。 

AQQQ AAA

QQ AA

「
ア
グ
リc

o
d
e

22
深
谷
」
を
令
和
５
年
に
開
設
し
た

アグリテック交流施設　アグリ：code22深谷

Q
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
集
積
戦
略
の
交
流
施
設
に
つ
い
て
伺
う

　
　

防
災
気
象
情
報
の
災
害
レ
ベ
ル
が
熊

谷
地
方
気
象
台
か
ら
発
表
さ
れ
た
場
合
、

市
民
は
何
処
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
わ

か
ら
な
い
。
市
は
市
民
に
ど
の
よ
う
な
広

報
活
動
を
し
て
い
る
の
か
。 

　
　

気
象
台
か
ら
発
表
さ
れ
た
防
災
気
象

情
報
等
を
参
考
に
、
高
齢
者
等
避
難
や
避

難
指
示
と
い
っ
た
避
難
情
報
を
自
治
体
が

発
令
す
る
。
災
害
時
は
、
防
災
気
象
情
報

を
逐
次
確
認
し
情
報
を
収
集
す
る
と
と
も

に
、
気
象
台
等
と
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
活

用
し
、
最
新
の
見
通
し
を
踏
ま
え
た
情
報

発
信
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

情
報
発
信
時
に
は
、
収
集
し
た
情
報
の
事

実
確
認
が
必
要
な
こ
と
も
あ
り
、
誤
報
防

止
の
観
点
か
ら
発
信
ま
で
時
間
を
要
す
る

場
合
も
あ
る
。 

　
　

災
害
時
の
避
難
所
の
イ
ン
フ
ラ
対
策

に
つ
い
て
は
。 

　
　

停
電
時
の
電
力
は
、
非
常
用
発
電
機

を
防
災
倉
庫
に
準
備
し
て
お
り
、
停
電
が

長
期
化
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
照
明
や

情
報
通
信
機
器
等
の
最
低
限
の
電
力
を
確

保
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
水
道

は
、
防
災
倉
庫
に
お
け
る
備
蓄
飲
料
水
の

ほ
か
、
断
水
時
に
備
え
、
環
境
水
道
部
に

て
、
加
圧
式
給
水
車
、
給
水
タ
ン
ク
、
飲

料
水
用
簡
易
水
槽
、
加
圧
が
可
能
な
簡
易

受
水
槽
、
そ
の
ほ
か
飲
料
水
袋
な
ど
の
給

水
容
器
を
確
保
し
て
い
る
。
ガ
ス
は
、
カ

セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
備
蓄
し
て
い
る
ほ
か
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供
給
に
関
す
る
災
害
協
定
に

よ
り
、
供
給
を
受
け
る
体
制
と
し
て
い

る
。
特
に
、
避
難
所
内
の
環
境
に
と
っ
て

重
要
な
設
備
と
な
る
小
・
中
学
校
の
体
育

館
の
エ
ア
コ
ン
も
、
停
電
時
に
は
使
用
可

能
と
な
っ
て
い
る
。 

AQQ AA

安
心
し
て
避
難
で
き
る
場
と
な
る
よ
う
対
策
し
て
い
る

AA

Q
災
害
時
の
避
難
所
イ
ン
フ
ラ
対
策
は

市政への一般質問

問　

第
四
寄
居
街
道
踏
切
は
、
歩
道
が
未

整
備
で
道
幅
も
狭
く
、
歩
行
者
が
線
路
内

を
歩
い
て
渡
る
状
況
が
長
年
続
い
て
い
る
。

県
道
沿
い
の
住
宅
が
撤
去
さ
れ
て
し
ば
ら

く
経
つ
が
、
歩
道
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い

な
い
。
何
が
問
題
な
の
か
。

答　

踏
切
内
に
つ
い
て
は
、
県
が
Ｊ
Ｒ
東

日
本
と
着
工
に
向
け
協
議
を
進
め
て
い
る
。

踏
切
南
の
未
整
備
の
西
側
歩
道
部
分
の
一

部
に
つ
い
て
仮
舗
装
を
行
う
。
残
り
の
区

間
も
用
地
交
渉
を
進
め
、
早
期
に
歩
道
の

整
備
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。
踏
切
北
は
、

市
の
区
画
整
理
地
内
で
踏
切
に
近
い
用
地

を
確
保
し
て
い
る
が
、
残
る
区
間
は
移
転

の
見
通
し
が
立
て
ら
れ
な
い
。
歩
行
者
の

滞
留
ス
ペ
ー
ス
の
暫
定
的
な
整
備
は
、
踏

切
内
の
歩
道
整
備
に
併
せ
て
実
施
す
る
。

●
国
の
水
質
基
準
を
下
回
る
水
道
水
を

　
　

他
国
の
水
道
水
な
ど
に
お
け
る
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
の
規
制
値
は
、
米
国
、
欧
州
な
ど
厳

し
い
が
、
深
谷
市
も
国
の
水
質
基
準
50 

ng

／
Ｌ
を
下
回
る
基
準
で
水
道
水
を
供
給
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

深
谷
市
は
、
日
本
の
水
質
基
準
を
遵

守
し
、
安
全
な
水
道
水
の
供
給
に
努
め
る
。

●
高
す
ぎ
る
国
保
税
の
引
き
下
げ
を

　
　

子
ど
も
の
均
等
割
を
無
料
に
し
て
高

す
ぎ
る
国
保
税
を
引
き
下
げ
る
べ
き
。

　
　

未
就
学
児
の
均
等
割
の
５
割
軽
減
措

置
を
、
令
和
９
年
４
月
か
ら
高
校
生
ま
で

拡
大
さ
れ
る
が
、
子
ど
も
の
均
等
割
無
料

化
は
、
国
の
制
度
を
上
回
る
た
め
財
源
の

補
填
が
な
い
。
県
内
保
険
税
水
準
統
一
の

た
め
、
法
定
外
繰
入
も
認
め
ら
れ
な
い
の

で
子
ど
も
の
均
等
割
無
料
化
は
難
し
い
。

AQQ

Q

A

県
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
早
期
着
工
に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
い
る

Q
何
が
問
題
で
第
四
寄
居
街
道
踏
切
の
歩
道
整
備
が
進
ま
な
い
の
か

　
　

最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
言
わ

れ
る
生
活
保
護
制
度
だ
が
、
日
本
で
は
本

来
受
け
る
べ
き
人
達
が
受
け
て
い
る
指
標

数
（
捕
捉
率
）
が
約
20
％
と
推
計
さ
れ
て

お
り
、
制
度
を
利
用
で
き
る
世
帯
の
多
く

が
利
用
し
て
い
な
い
。
一
方
、
欧
州
諸
国

の
捕
捉
率
は
、
仏
で
約
90
％
、
英
は
約

70
％
、
独
は
約
60
％
で
あ
り
、
日
本
の
捕

捉
率
は
、
先
進
諸
国
に
比
べ
極
め
て
低
い

状
況
で
あ
る
。
そ
の
要
因
と
、
そ
れ
を
上

げ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。 

　
　

厚
生
労
働
省
が
過
去
に
行
っ
た
推
計

で
は
「
低
所
得
者
世
帯
に
対
す
る
被
保
護

者
世
帯
の
割
合
」
が
22
．
６
％
で
あ
っ
た

た
め
、
一
般
的
に
日
本
は
先
進
諸
外
国
に

比
べ
捕
捉
率
が
低
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

要
因
と
し
て
は
、
「
生
活
保
護
は
恥
ず
か

し
い
。
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
」

な
ど
の
社
会
的
偏
見
や
、
「
扶
養
照
会
が

行
わ
れ
る
」
な
ど
の
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
、

「
土
地
や
家
屋
、
自
動
車
等
の
資
産
を
処

分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
等
の
誤
解
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
な

く
す
た
め
に
は
、
「
生
活
保
護
は
、
憲
法

で
定
め
ら
れ
た
国
民
の
権
利
で
あ
り
、
生

活
に
困
っ
た
と
き
は
誰
で
も
平
等
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
」
「
扶
養
照
会
は
必
ず

実
施
す
る
も
の
で
は
な
い
」
「
土
地
や
家

屋
、
自
動
車
等
の
資
産
を
保
有
し
て
い
て

も
申
請
は
で
き
る
」
等
、
正
し
い
情
報
の

周
知
が
重
要
で
あ
る
。
正
し
い
情
報
の
周

知
に
は
、
市
の
Ｈ
Ｐ
の
活
用
が
有
効
。
生

活
に
困
っ
た
方
が
不
安
を
感
じ
る
こ
と
な

く
、
た
め
ら
わ
ず
に
生
活
保
護
制
度
を
活

用
で
き
る
よ
う
、
市
の
Ｈ
Ｐ
の
内
容
を
よ

り
分
か
り
や
す
く
修
正
す
る
。 

AQA

制
度
を
活
用
で
き
る
よ
う
正
し
い
情
報
の
周
知
に
努
め
て
い
く 

Q
本
来
受
け
る
べ
き
人
が
受
け
ら
れ
て
い
な
い
が
見
解
を
伺
う 

佐久間奈々
さ　く　ま　  な   な

映像は
こちらから

湯本　哲昭
ゆ    もと てつ  あき

映像は
こちらから

映像は
こちらから

鈴木　三男
すず　き みつ　お

映像は
こちらから

福島　秀樹
ふく  しま      ひで　き

1617
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市政への一般質問

　
　

任
意
団
体
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
の
保
護
者
や
教

員
の
加
入
、
活
動
へ
の
参
加
は
任
意
か
。 

　
　

加
入
、
活
動
へ
の
参
加
は
任
意
と
、

校
長
会
等
で
周
知
し
て
い
る
。 

　
　

市
内
小
中
学
校
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
型
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
状
況
は
。 

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
形
式
が
３
校
、
一
部

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
の
学
校
が
３
校
。
会

員
の
中
か
ら
、
そ
の
都
度
募
集
し
て
い
る
。 

　
　

病
気
や
障
害
、
仕
事
で
活
動
に
参
加

で
き
な
い
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
参
加
し

な
い
自
由
を
う
ま
く
保
障
で
き
な
い
か
。 

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
、
柔
軟
に
対
応

す
る
よ
う
校
長
会
等
を
通
じ
て
周
知
し
て

い
る
。
活
動
の
あ
り
方
は
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
自

主
的
に
決
定
し
て
ほ
し
い
が
、
教
育
委
員

会
も
必
要
な
助
言
や
情
報
提
供
を
行
う
。 

　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
自
治
会
等
で
活
動
へ
の

「
温
度
差
」
は
大
き
く
、
他
団
体
の
情
報

も
得
に
く
い
。
公
平
さ
が
求
め
ら
れ
る
自

治
体
は
対
応
が
難
し
い
こ
う
し
た
課
題
に

取
り
組
む
「
第
二
市
役
所
」
的
機
能
の
市

民
団
体
が
あ
っ
た
ら
協
働
で
き
な
い
か
。 

　
　

か
た
ち
変
わ
っ
て
も
思
い
は
同
じ
。

そ
う
い
う
団
体
が
出
て
き
た
ら
考
え
た
い
。 

●
桜
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
コ
モ
ン 

　
　

唐
沢
の
桜
は
昭
和
初
期
に
市
民
が
植

え
た
。
用
水
路
沿
い
の
よ
う
な
コ
モ
ン
の

場
所
に
市
民
が
植
え
た
桜
は
対
象
か
。 

　
　

今
回
、
市
の
経
費
で
や
る
の
は
公
共

施
設
。
ほ
か
の
桜
は
今
後
考
え
て
い
く
。 

●
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
現
状
、
発
信
、
歴
史 

　
　

現
状
、
成
果
を
ど
う
発
信
し
て
い
る

か
。 

　
　

税
収
等
企
業
情
報
が
多
く
、
発
信
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
。 

AQQQQ AAA

QQ AAA

映像は
こちらから

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
協
力
し
て
い
る
立
場
か
ら
問
題
な
い

可堂桃井先生碑

2021年暮れ、建設が進む花園拠点。
いまや「歴史」の一コマだ

文部科学省　初の適用新規就農者に100万円（高崎市）

桃井可堂先生の木像

Q
資
源
回
収
案
内
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
校
長
の
連
名
の
考
え
は

小林　真
こ  ばやし まこと

問 

令
和
８
年
３
月
16
日
に
発
生
し
た
辺

野
古
沖
の
同
志
社
国
際
高
校
の
研
修
旅
行

中
の
生
徒
を
乗
せ
た
ヘ
リ
基
地
反
対
協
の

船
が
転
覆
し
船
長
と
生
徒
の
２
名
が
死
亡

し
た
事
故
を
受
け
、
文
部
科
学
省
か
ら
校

外
活
動
の
安
全
確
保
の
徹
底
を
求
め
る
通

知
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
市
内
小
中
学
校

の
状
況
は
ど
う
か
。　

 

　
　

教
育
委
員
会
で
は
市
内
全
29
校
に
対

し
て
７
月
中
旬
ま
で
に
校
外
活
動
の
安
全

確
保
に
つ
い
て
点
検
を
指
示
し
た
。
点
検

項
目
は
「
綿
密
な
計
画
の
作
成
、
安
全
確

認
の
徹
底
、
引
率
教
員
の
役
割
分
担
明
確

化
、
事
前
の
安
全
指
導
の
実
施
、
緊
急
時

連
絡
体
制
の
確
立
等
」
で
あ
る
。
現
時
点

で
全
29
校
に
お
い
て
自
己
点
検
は
完
了
し

て
い
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
今
後

も
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
を
最
優
先
に
、

教
育
的
価
値
を
保
ち
な
が
ら
校
外
学
習
を

実
施
で
き
る
よ
う
、
学
校
へ
指
導
・
支
援

を
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
。 

●
出
資
を
受
け
た
企
業
の
現
状　

 

　
　

ア
グ
リ
テ
ッ
ク
ア
ワ
ー
ド
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
出
資
を
受
け
た
企
業
の
現
状

と
活
動
実
績
を
伺
う
。　

 

　
　

株
式
会
社
レ
グ
ミ
ン
は
本
社
を
市
内

に
移
し
、
自
律
走
行
型
の
農
薬
散
布
ロ

ボ
ッ
ト
の
開
発
及
び
そ
の
ロ
ボ
ッ
ト
を

使
っ
た
農
薬
散
布
代
行
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

し
て
い
る
。
昨
年
度
か
ら
は
、
市
内
企
業

と
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
事
業
に
よ
り
市
内

で
の
散
布
サ
ー
ビ
ス
面
積
を
拡
大
し
て
い

る
ほ
か
、
全
国
で
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
事

業
の
展
開
を
進
め
て
い
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
に
つ
い
て
は
市
内
で
の
カ
ブ
ト
ム
シ

生
産
拠
点
の
開
設
に
向
け
調
整
を
進
め
て

い
る
。 

AQ

Q

A

小
中
全
29
校
に
校
外
活
動
の
安
全
確
保
の
点
検
を
指
示
し
た

A

Q
校
外
活
動
の
安
全
確
保
に
向
け
た
計
画
や
確
認
状
況
に
つ
い
て

髙田　博之
たか　だ ひろ  ゆき

映像は
こちらから

市政への一般質問

　
　

市
内
の
農
家
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の

か
。 

　
　

市
内
の
農
業
経
営
体
は
２
１
９
４
経

営
体
で
あ
る
。 

　
　

就
農
希
望
の
方
へ
の
対
策
は
ど
の
様

な
事
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。 

　
　

個
別
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
農
業

経
験
の
有
無
や
農
地
の
確
保
、
栽
培
す
る

作
物
の
希
望
等
伺
い
な
が
ら
個
々
の
実
情

に
応
じ
た
案
内
を
行
っ
て
い
る
。
相
談
の

中
で
は
就
農
に
向
け
た
計
画
作
成
の
支
援

も
行
っ
て
お
り
、
大
里
農
林
振
興
セ
ン
タ

ー
と
情
報
交
換
を
行
い
、
連
携
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
る
。
補
助
金
と
し
て
、
市
独

自
の
機
械
購
入
補
助
で
は
新
規
就
農
者
へ

の
補
助
率
を
手
厚
く
し
て
い
る
。
国
の
支

援
制
度
で
は
、
「
経
営
開
始
資
金
」
や

「
経
営
発
展
支
援
事
業
」
の
案
内
を
積
極

的
に
行
い
、
円
滑
に
ス
タ
ー
ト
出
来
る
よ

う
支
援
し
て
い
る
。
経
営
が
軌
道
に
乗
る

ま
で
は
、
県
や
Ｊ
Ａ
等
と
と
も
に
支
援
チ

ー
ム
を
編
成
し
、
継
続
し
た
サ
ポ
ー
ト
も

実
施
し
て
い
る
。  

　
　

高
崎
市
で
は
新
規
就
農
者
に
対
し
１

０
０
万
円
を
支
給
し
、
さ
ら
に
国
か
ら
の

補
助
金
も
支
給
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

深
谷
市
も
百
万
円
を
支
給
し
た
ら
ど
う
か
。 

　
　

現
時
点
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
補

助
金
の
支
給
は
考
え
て
い
な
い
。 

●
小
山
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド 

　
　

大
寄
公
民
館
を
自
転
車
の
駅
と
し
て

利
用
活
用
し
た
ら
良
い
の
で
は
な
い
か
。 

　
　

小
山
川
橋
付
近
か
ら
本
庄
市
内
一
の

橋
付
近
ま
で
あ
る
が
本
ロ
ー
ド
と
周
辺
施

設
の
連
携
に
よ
り
回
遊
性
を
高
め
、
散
策

や
観
光
等
を
引
き
出
し
、
北
部
地
区
全
体

の
「
に
ぎ
わ
い
」
に
な
る
様
努
め
る
。 

AQQ AA

令
和
６
年
度
が
46
人
、５
年
度
が
44
人
、４
年
度
が
60
人
で
あ
る

Q
深
谷
市
の
新
規
就
農
者
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か

　
　

渋
沢
栄
一
翁
自
筆
に
よ
る
「
可
堂
桃

井
先
生
碑
」
（
深
谷
市
北
阿
賀
野
）
の
撰

并
書
が
発
見
さ
れ
、
深
谷
市
に
寄
贈
さ
れ

た
。
こ
れ
を
契
機
に
桃
并
可
堂
を
知
っ
て

も
ら
う
企
画
展
や
市
の
広
報
誌
等
で
の
紹

介
は
で
き
な
い
か
。 

　
　

碑
文
や
桃
井
可
堂
に
関
す
る
資
料
は
、

渋
沢
栄
一
記
念
館
の
「
収
蔵
品
展
」
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
「
広
報
ふ

か
や
」
に
も
掲
載
し
て
い
く
。 

●
「
桃
并
可
堂
郷
土
史
料
館
」
の
活
用 

　
　

史
料
館
に
は
、
江
戸
で
30
余
年
に
わ

た
り
教
育
に
尽
く
し
、
幕
末
の
世
に
新
た

な
時
代
を
目
指
し
た
桃
并
可
堂
の
書
や
中

瀬
地
域
の
歴
史
的
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い

る
。
小
中
学
校
の
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度

等
で
見
学
は
で
き
な
い
か
。
（
見
学
は
予

約
が
必
要(

０
４
８-

５
８
７-

２
５
０
２
）） 

　
　

地
域
の
歴
史
や
先
人
の
生
き
方
を
学

ぶ
上
で
、
大
変
意
義
深
い
場
所
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
見
学
先
の
一
つ
と
し
て

周
知
し
て
い
く
。
ま
た
、
学
校
や
保
護
者

に
積
極
的
な
情
報
提
供
を
行
い
、
活
用
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。 

●
防
災
情
報
の
収
集
と
伝
達
に
つ
い
て 

　
　

風
水
害
等
の
住
民
か
ら
の
情
報
提
供

と
、
災
害
・
避
難
情
報
や
問
い
合
わ
せ
が

で
き
る
窓
口
の
設
置
が
必
要
と
考
え
る
が
。 

　
　

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
た
場
合
は
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
る
計
画
を

し
て
い
る
。 

　
　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を
考
え
て
い
る
の
か
。 

　
　

市
役
所
代
表
番
号
（
０
４
８-

５
７

１-

１
２
１
１
）
を
使
用
す
る
。 

 

AQAQ

QQ AA A

渋
沢
栄
一
翁
が
書
い
た
資
料
な
ど
を
紹
介
し
て
い
く 

Q
桃
井
可
堂
（
も
も
の
い
か
ど
う
）
先
生
の
顕
彰
に
つ
い
て 

八須　由憲
はち　す よし  のり

映像は
こちらから

映像は
こちらから

茂木　一郎
もて   ぎ いち  ろう

QQ AA

出
典　

全
国
農
業
新
聞　

２
０
２
６
年
７
月
２
４
付
号

。
す
ま
い
て
し
行
発
を
版
D
C、
は
り
よ
だ
会
議
市
や
か
ふ
〈

 

会
議
協
祉
福
会
社
市
は
方
る
れ
さ
望
希
を
付
送

 

（

L
E
T

3
7
5

〉。
い
さ
だ
く
絡
連
ご
へ）
3
6
5
6

1819

教育基本法　第１４条
１.良識ある公民として、必要な政
　治的教養は教育上尊重されなけ
　ればならない 
２.法律に定める学校は、特定の政
　党を支持し又はこれに反対する
　ための政治教育その他 政治的活
　動をしてはならない。 
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日

12月定例会のお知らせ12月定例会のお知らせ
月 火 水 木 金 土

福祉文教
委員会

産業建設
委員会

総務
委員会

（開会）
議案説明

議案説明 議案質疑

議案質疑

242311/22

一般質問 一般質問 一般質問

採決
（閉会）

15

　熊本地震や千葉豪雨をはじめとする災害で被災された皆様に、心より
お見舞いを申し上げ、一日も早い復興と復旧をお祈りいたします。 
　9月定例会では令和7年度の決算審査が行われ、多くの議員から質疑
がありました。深谷市の財政状況や各種事業についての質疑内容を掲載
しました。ご一読ください。 
　また、市政一般に対する質問も１９名の議員が登壇し、活発な議論が
交わされました。今回の質問では防災に関する質問が多く、災害対応へ
の関心の深さがうかがえます。　　　　　　　　　　　　　　八須由憲 

今号の表紙

［副委員長］［委員長］ 小林　真
田島　秀興　柿澤　祐介　佐久間　奈々
八須　由憲　山出　秀明　坂本　博

［編集責任者］ 議長　今井　慶一郎 

岡　仁

29

6

13

雨続きで大きな災害があった９月。雨を

モチーフに、６月議会の一般質問で柿澤

議員がモニターに映した令和元年台風

19号の小山川の画像がメインの原案か

ら、編集委員の意見で８月荒川左岸での

訓練の画像を加えて今回の表紙ができま

した。「利根川 荒川 悠久 流れ」（深谷

市歌）　　　　　　　　　　　  小林 真

25

2

26 27 28

3 4 5

9 10 11 12

16 17 18 19

30 12/1

7 8

14 15

議会のうごき
行 事 内 容行 事 内 容

24(月)

31(月)

議会運営委員会
議員全員協議会
・自治会との協働事業の推進について
・健診（検診）受診率向上事業について
・ネギーチャレンジを活用したコバトンALKOOマイレージについて
・深谷市屋内温水プール整備基本構想について
議会開会、議案説明、決算特別委員会

8月

行 事 内 容行 事 内 容9月

3(木)
7(月)
8(火)
9(水)
10(木)
11(金)
16(水)
17(木)

議案質疑
産業建設委員会
総務委員会
福祉文教委員会
決算特別委員会
決算特別委員会
一般質問
一般質問

18(金)
25(金)

一般質問
議会運営委員会
採決、閉会
議員全員協議会
・第3次深谷市総合計画の策定について
・第2次深谷市公共施設適正配置計画の一部
変更について
・仙元山公園再整備基本計画等の策定に関する
業務委託の契約締結について


